
5.5.2 S-2・S-6 (1) F-8.5’孔 －鉱物の同定（EPMA分析（定量））－

○最新面の認定を行ったものと同一薄片で実施した，EPMA分析（定量）による化学組成の検討結果から，最新ゾーンやその周辺
に分布する粘土鉱物はI/S混合層であると判断した。

EPMA分析（マッピング）※範囲写真

２号機 １号機

調査位置図

２八面体型雲母粘土鉱物及び関連鉱物の化学組成
（Srodon et al. (1984)に一部加筆）

その他の分析値（敷地の粘土鉱物）

分析値（S-2・S-6_F-8.5’孔）
分析番号位置は右図

薄片作成，EPMA分析箇所
F-8.5’孔（深度8.50m）

上上

下

上
盤

Ⅱ ⅤⅣⅠ

Ⅲ（最新ゾーン）
最新面

（直交ニコル）

下

下
盤

Ⅱ ⅤⅣⅠ

Ⅲ（最新ゾーン）

5mm

最新面

（単ニコル）

薄片①写真（F-8.5’_140R_2）

（単ニコル）
最新面

下
盤

上

Ⅲ（最新ゾーン）Ⅱ

下

（直交ニコル）

上
盤

下

Ⅲ（最新ゾーン）Ⅱ

最新面

0.1mm

上

EPMA分析（マッピング）
範囲

1 2 43
5

1 2 43
5

・詳細は補足資料5.3-2（3）P.5.3-2-70

S-○ （陸域 EL-4.7m）

評価対象断層

第1049回審査会合 資料1
P.254 一部修正
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5.5.2 S-2・S-6 (1) F-8.5’孔 －変質鉱物の分布（薄片観察） －

○薄片①で実施した，薄片観察やEPMA分析（マッピング）における化学組成の観点での観察により，粘土鉱物（I/S混合層）の分布
範囲を確認した結果，粘土鉱物（I/S混合層）は最新ゾーンやその周辺に分布している。

○この粘土鉱物（I/S混合層）と最新面との関係を確認する。

（直交ニコル）（単ニコル）
上上

下

上
盤

Ⅱ ⅤⅣⅠ
Ⅲ（最新ゾーン）最新面

下

下
盤

Ⅱ ⅤⅣⅠ
Ⅲ（最新ゾーン）

5mm

最新面

薄片①写真（F-8.5’_140R_2）

次頁範囲Ａ

第1049回審査会合 資料1
P.256 再掲
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（単ニコル）

（直交ニコル）

最新面

上
盤

下
盤

上

上
盤

下
盤

上

下

上
盤

下
盤

下

下

上

上
盤

下
盤

範囲Ａ

範囲Ａ写真

（直交ニコル）

薄片①写真（F-8.5’_140R_2）

Ⅱ ⅤⅣⅠ

Ⅲ（最新ゾーン）

Ⅲ（最新ゾーン）Ⅱ

Ⅲ（最新ゾーン）Ⅱ
最新面

0.1mm

5mm

Ⅲ（最新ゾーン）Ⅱ

範囲Aスケッチ

凡例

最新面
最新面

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面

5.5.2 S-2・S-6 (1) F-8.5’孔 －最新面とI/S混合層との関係（範囲Ａ）－

○範囲Ａにおいて詳細に観察した結果，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断して分布し，最新面が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・
変形は認められない。

○また，この不連続箇所において，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を遮るように高角度で分布し，この粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形は認められない。

○なお，不連続箇所においてI/S混合層生成以降の注入現象の有無を確認した結果，弓状構造や粒子の配列などの注入の痕跡は認められない。

○さらに，薄片作成時等に生じた空隙は，明確に認定できる最新面が不連続になる箇所の粘土鉱物（I/S混合層）の構造に影響を与えていないことから，不連続箇所は
薄片作成時等の乱れの影響を受けていないと判断した（補足資料5.5-2(1)-1 P.5.5-2-6）。

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形
（せん断面や引きずりなど）は認められない。

褐色の粘土鉱物が最新ゾーンから連続的に分布する粘土鉱物
（I/S混合層）を切っているように見えるのは，二次的な酸化鉄
の沈着の影響によるものと判断した。

詳細検討結果は補足資料5.5-2(1)-1 P.5.5-2-7

第1049回審査会合 資料1
P.257 一部修正
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（単ニコル） （直交ニコル）

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

最新面
上

下

詳細観察範囲写真

詳細観察範囲

上
盤

下
盤

上

下

Ⅲ（最新ゾーン）Ⅱ
最新面

0.2mm

Ⅲ（最新ゾーン）Ⅱ

最新面
上

下

Ⅲ（最新ゾーン）Ⅱ

0.1mm

範囲Aスケッチ

凡例

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面

【詳細観察（範囲A）】

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形（せん断面
や引きずりなど）は認められない。

・不連続箇所には， I/S混合層生成以降の注入の痕跡や，薄
片作成時等の乱れの影響は認められない。

・粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を遮るように高角度で分布し，この粘土鉱
物（I/S混合層）に変位・変形（せん断面や引きずりなど）は認められない。

S-2・S-6_F-8.5’孔

第1049回審査会合 資料1
P.258 一部修正
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注入現象の事例
（関西電力株式会社，2016）

・範囲Ａにおいて詳細に観察した結果，粘土鉱物
（I/S混合層）が最新面を横断して分布し，最新面が
不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S
混合層）に変位・変形は認められない。

・また，この不連続箇所において，粘土鉱物（I/S混
合層）が最新面を遮るように高角度で分布し，この
粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形は認められない。

・なお，不連続箇所においてI/S混合層生成以降の
注入現象の有無を確認した結果，弓状構造や粒子
の配列などの注入の痕跡は認められない。

・さらに，薄片作成時等に生じた空隙は，明確に認定
できる最新面が不連続になる箇所の粘土鉱物（I/S
混合層）の構造に影響を与えていないことから，不
連続箇所は薄片作成時等の乱れの影響を受けて
いないと判断した。

・ステージ回転写真は補足資料5.5-2(1)-1 P.5.5-2-5



下
盤

上
盤

下

1mm

上
Ⅱ（最新ゾーン） Ⅲ最新面1

5.5.2 S-2・S-6 (2) K-6.2-2孔 －評価結果－

凡例

（直交ニコル）

薄片①範囲Aスケッチ

２号機 １号機

調査位置図

上

下1mm

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅰ Ⅲ

下
盤

上
盤

最新面1

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面1，2

薄片作成，EPMA分析箇所
K-6.2-2孔（深度30.94m）

XRD分析箇所
E-8.5+5”孔（深度9.30m）

XRD分析箇所
E-8.4’孔（深度31.70m）

最新面2

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形（せん断面
や引きずりなど）は認められない（P.5-121，5-122）。

・不連続箇所には， I/S混合層生成以降の注入の痕跡や，薄
片作成時等の乱れの影響は認められない（P.5-121，5-122）。

Ⅰ

S-○ （陸域 EL-4.7m）

評価対象断層

○以上のことを踏まえると，S-2・S-6の最新活動はI/S混合層の生成以前であり，S-2・S-6に後期更新世以降の活動は認められない。

【最新面の認定】
○K-6.2-2孔の深度30.90m付近で認められるS-2・S-6において，巨視的観察及び微視的観察を実施し，最新ゾーンの下盤側及び上盤側の境界

にそれぞれ最新面1，最新面2を認定した（補足資料5.5-2(1)-2 P.5.5-2-10～12）。

【鉱物の同定】
○微視的観察により確認した粘土鉱物は，EPMA分析（定量）による化学組成の検討結果及びXRD分析（粘土分濃集）による結晶構造判定結果

から，I/S混合層であると判断した（補足資料5.5-2(1)-2 P.5.5-2-13，14）。

【変質鉱物の分布と最新面との関係】

○EPMA分析（マッピング）や薄片観察により，粘土鉱物（I/S混合層）の分布範囲を確認した結果，粘土鉱物（I/S混合層）は最新ゾーン及びその
周辺に分布している（補足資料5.5-2(1)-2 P.5.5-2-15，16）。

○薄片①の範囲Aにおいて，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面1，2を横断して分布し，最新面1，2が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物
（I/S混合層）に変位・変形は認められない（P.5-121～5-123）。

第1049回審査会合 資料1
P.234 一部修正

紫字：第1073回審査会合以降の変更箇所

詳細観察範囲写真

5-120



（単ニコル）

（直交ニコル）

5.5.2 S-2・S-6 (2) K-6.2-2孔 －最新面とI/S混合層との関係（範囲Ａ）－

下
盤

上
盤

上

下

下

上

上
盤

下
盤

範囲Ａ

範囲Ａ写真

（直交ニコル）

薄片①写真（K-6.2-2_100R）

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅰ

1mm

10mm

ⅣⅠ Ⅲ

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅲ
最新面1

下

Ⅰ Ⅲ

範囲Aスケッチ

凡例

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

最新面1

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面1，2

最新面2

最新面2

Ⅱ（最新ゾーン）

最新面1最新面2

上

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅰ Ⅲ
最新面1最新面2

○範囲Ａにおいて詳細に観察した結果，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面1，2を横断して分布し，最新面1，2が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）
に変位・変形は認められない。

○なお，不連続箇所においてI/S混合層生成以降の注入現象の有無を確認した結果，弓状構造や粒子の配列などの注入の痕跡は認められない。

○さらに，薄片作成時等に生じた空隙は，明確に認定できる最新面1，2が不連続になる箇所の粘土鉱物（I/S混合層）の構造に影響を与えていないことから，不連続箇
所は薄片作成時等の乱れの影響を受けていないと判断した（補足資料5.5-2(1)-2 P.5.5-2-22）。

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形
（せん断面や引きずりなど）は認められない。

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合
層）に変位・変形（せん断面や引
きずりなど）は認められない。

第1049回審査会合 資料1
P.242 一部修正
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下
盤

上
盤

1mm

上

下

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅰ Ⅲ

最新面1

（単ニコル） （直交ニコル）

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

下

詳細観察範囲写真

下1mm

詳細観察範囲

上

Ⅲ

最新面1

上

Ⅱ（最新ゾーン） Ⅲ

最新面1
範囲Aスケッチ

最新面2

Ⅱ（最新ゾーン）

ⅠⅠ

凡例

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面1，2

【詳細観察（範囲A，最新面1）】S-2・S-6_K-6.2-2孔

第1049回審査会合 資料1
P.243 一部修正

注入現象の事例
（関西電力株式会社，2016）

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形（せん断面や
引きずりなど）は認められない。

・不連続箇所には， I/S混合層生成以降の注入の痕跡や，薄片
作成時等の乱れの影響は認められない。

・範囲Ａにおいて詳細に観察した結果，粘土鉱物
（I/S混合層）が最新面1を横断して分布し，最新
面1が不連続になっており，不連続箇所の粘土
鉱物（I/S混合層）に変位・変形は認められない。

・なお，不連続箇所においてI/S混合層生成以降
の注入現象の有無を確認した結果，弓状構造や
粒子の配列などの注入の痕跡は認められない。

・さらに，薄片作成時等に生じた空隙は，明確に
認定できる最新面1が不連続になる箇所の粘土
鉱物（I/S混合層）の構造に影響を与えていない
ことから，不連続箇所は薄片作成時等の乱れの
影響を受けていないと判断した。

5-122・ステージ回転写真は補足資料5.5-2(1)-2 P.5.5-2-19



上

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅰ Ⅲ

最新面1最新面2

下
盤

上
盤

1mm

（単ニコル） （直交ニコル）

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

下
詳細観察範囲写真

最新面2
上

下

Ⅱ（最新ゾーン）Ⅰ

1mm

詳細観察範囲

Ⅲ

上

Ⅱ（最新ゾーン）Ⅰ Ⅲ

範囲Aスケッチ

下

凡例

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面1，2

最新面2

【詳細観察（範囲A，最新面2）】S-2・S-6_K-6.2-2孔

第1049回審査会合 資料1
P.245 一部修正

注入現象の事例
（関西電力株式会社，2016）

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形（せん断面や
引きずりなど）は認められない。

・不連続箇所には， I/S混合層生成以降の注入の痕跡や，薄片
作成時等の乱れの影響は認められない。

・範囲Ａにおいて詳細に観察した結果，粘土鉱物
（I/S混合層）が最新面2を横断して分布し，最新
面2が不連続になっており，不連続箇所の粘土
鉱物（I/S混合層）に変位・変形は認められない。

・なお，不連続箇所においてI/S混合層生成以降
の注入現象の有無を確認した結果，弓状構造や
粒子の配列などの注入の痕跡は認められない。

・さらに，薄片作成時等に生じた空隙は，明確に
認定できる最新面2が不連続になる箇所の粘土
鉱物（I/S混合層）の構造に影響を与えていない
ことから，不連続箇所は薄片作成時等の乱れの
影響を受けていないと判断した。

5-123・ステージ回転写真は補足資料5.5-2(1)-2 P.5.5-2-21
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5.6 S-4の活動性評価
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防潮堤基礎部

２号機 １号機

5.6 S-4の活動性評価地点

5-126

調査位置図

評価手法 評価地点 掲載箇所

上載地層法

35m盤トレンチ（新北面）
5.6.1(1)

補足資料5.6-1(1)

35m盤トレンチ（旧北面） 補足資料5.6-1(1)

S-4トレンチ 参考資料5.6-1(2)

鉱物脈法

E-8.60孔
5.6.2(1)

補足資料5.6-2(1)-1

E-8.50’’’孔 5.6.2(2)
補足資料5.6-2(1)-2

E-11.1SE-2孔 参考資料5.6-2(1)-1

F-9.3-4孔（SEM観察） 参考資料5.6-2(2)

○約12～13万年前以前に堆積した地層であるHⅠa段丘堆積物が分布
する35m盤トレンチにおいて，評価を行った。

○建設時の調査地点であるS-4トレンチも用いて，評価を行った。

■上載地層法

○２地点（E-8.60孔，E-8.50’’’孔）において，評価を行った。

○評価にあたっては，その他の評価データ（E-11.1SE-2孔，F-9.3-4孔
（SEM観察））も用いた。

■鉱物脈法

S-4トレンチ

35m盤トレンチ
（旧北面）

E-11.1SE-2孔

評価対象断層（EL-4.7m）

紫字：第1073回審査会合以降のデータ拡充箇所
E-8.60孔

E-8.50’’’孔

F-9.3-4孔（SEM観察）

鉱物脈法に関する調査箇所

上載地層法に関する調査箇所

（断層の後期更新世以降の活動を否定
するにあたり，地層や鉱物脈の年代及
び断層による変位・変形がないことが明
確に確認できる地点を着色）

第1049回審査会合 資料1
P.52 一部修正

青字：有識者会合時の評価データ

：断層の後期更新世以降の活動を否定するにあたり，鉱物脈の年
代及び断層による変位・変形がないことが明確に確認できる
データ（主たる根拠）

黄色網掛け

：鉱物脈法による評価において，S-4の中で最新面と鉱物脈との切
り合い関係が最も明確であると評価したデータ

黄色網掛け

：断層の後期更新世以降の活動を否定するにあたり，地層の年代
及び断層による変位・変形がないことが明確に確認できるデータ
（主たる根拠）

青色網掛け

35m盤トレンチ
（新北面）



5.6.1 上載地層法による活動性評価（S-4）

5-127



5.6.1 上載地層法による活動性評価（S-4） －評価地点－

○S-4が分布する岩盤の直上に，約12～13万年前以前に堆
積した地層であるHⅠa段丘堆積物が確認できることから，
35m盤トレンチにおいて，評価を行った。

○建設時の調査地点であるS-4トレンチも用いて，評価を
行った。

２号機 １号機

位置図

評価地点 記載頁

35m盤トレンチ（新北面）
P.5-129～5-138

補足資料5.6-1（1）

35m盤トレンチ（旧北面） 補足資料5.6-1（1）

S-4トレンチ 参考資料5.6-1（2）

■上載地層法による評価地点

評価対象断層（陸域：EL-4.7m）

S-4トレンチ

第1049回審査会合 資料１
P.681 一部修正

青色網掛け：断層の後期更新世以降の活動を否定するにあたり，
地層の年代及び断層による変位・変形がないことが
明確に確認できるデータ（主たる根拠）

上載地層法に関する調査箇所

（断層の後期更新世以降の活動を否定する
にあたり，地層の年代及び断層による変位・
変形がないことが明確に確認できるデータを
着色）

5-128

35m盤トレンチ
（新北面）

35m盤トレンチ
（旧北面）



5.6.1 S-4 （1） 35m盤トレンチ（新北面） －評価結果－

高位段丘Ⅰa面

S-4 トレンチ

待避所

高位段丘Ⅰa面高位段丘
Ⅰa面

調査位置図（基図は旧地形の段丘面分布図）

HⅠa段丘堆積物

安山岩（角礫質）

スケッチ位置（旧北面）

スケッチ位置（新北面）

35m盤トレンチ全体の写真・スケッチは補足資料5.6-1（1）-1
35m盤トレンチ（旧北面）における調査結果は補足資料5.6-1（1）-2，3

■35m盤トレンチ（新北面）
○S-4の活動性評価を行うため，高位段丘Ⅰa面を判読した位置において，トレンチ調査を実施した。
○新北面において，幅2.0～10cmの固結した破砕部及び幅フィルム状～1.5cmの粘土状破砕部を伴うS-4を確認した。
○岩盤の安山岩（角礫質）の上位には，下位からHⅠa段丘堆積物，赤色土壌が分布する。
○S-4と上載地層との関係を詳細に確認する目的で，ブロックサンプリングを実施した掘り込み後の壁面の観察を行った結果，S-4は岩盤上面まで連続しており，上位

のHⅠa段丘堆積物に変位・変形を与えていないことを確認した。
○さらに，ブロックのCT画像により，その内部状況を詳細に観察した結果，同様な状況を確認した。

○以上のことを踏まえると，35m盤トレンチにおいて，S-4は岩盤直上のHⅠa段丘堆積物に変位・変形を与えていないことからS-4の最新活動はHⅠa段丘堆積物の堆
積以前であり，S-4に後期更新世以降の活動は認められない。

追加掘削部

←W E→

人工改変部

HⅠa段丘堆積物

赤色土壌

安山岩（角礫質）

新北面スケッチ

S-4

主せん断面
（粘土状破砕部を伴う）

主せん断面の延長に
分布する色調境界※

コメントNo.131の回答

ブロックサンプ
リング位置

第1049回審査会合 資料１
P.682 一部修正

紫字：第1073回審査会合以降の変更箇所

5-129
ブロックサンプリング

CT画像（S-4等を加筆）

35m盤トレンチ（旧北面）

35m盤トレンチ
（新北面）

評価対象断層（地表に投影）

←W E→

安山岩（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

新北面：掘り込み後
壁面拡大写真（S-4等を加筆）

S-4（主せん断面）

※ S-4の主せん断面の延長に
分布するものの，不明瞭であ
るため，掘り込み前の壁面は
上載地層法による活動性評価
に適用できないと評価した。



○新北面において，幅2.0～10cmの固結した破砕部及び幅フィルム状～1.5cmの粘土状破砕部を伴うS-4を確認した（次頁，次々頁）。
○岩盤の安山岩（角礫質）の上位には，下位からHⅠa段丘堆積物，赤色土壌が分布する。
○新北面では岩盤上面付近でS-4が不明瞭であったことから，S-4と上載地層との関係を詳細に確認する目的で，当該箇所を約20cm奥に掘り込んだ壁面を観察した結

果，S-4は岩盤上面まで連続しており，上位のHⅠa段丘堆積物に変位・変形を与えていないことを確認した（P.5-133～5-135）。
○さらに，掘り込み時に採取したブロックのCT画像により，その内部状況を詳細に観察した結果，同様な状況を確認した（P.5-136～5-138）。

35m盤トレンチ(A)

トレンチ概要図

3
5
m
盤

ト
レ
ン
チ
(B
)

追加掘削部

←N S→

E
→

←
W

5.6.1 S-4 （1） 35m盤トレンチ（新北面） －S-4と上載地層との関係－

追加掘削部 スケッチ（展開図）

赤色土壌
シルト質粘土からなる。赤色部で明赤褐～赤褐

色(2.5YR5/8～5YR4/6),淡色部で明褐～にぶい褐
色(7.5YR5/8～5/3)を呈し,トラ斑紋が認められる。
淡色部と比べて赤色部の割合が高い。良く締まっ
ており,指圧でほとんど跡が残らない。中程度の角
塊状土壌構造が認められる。径5～20cmの亜円
～亜角礫を法面の北側で5%程度で含む。角礫も
少数混じる。

HⅠa段丘堆積物
砂礫層からなる。径5～20cmの安山岩亜円～亜

角礫を20～50％含む。また，円礫も混じる。法面
の西側には，径45cmの亜円礫も認められる。基
質は明褐～黄褐色（7.5YR5/8～10YR5/8）を呈す
るシルト質細砂からなり，良く締まっており，強い
指圧でわずかに跡が残る。礫は灰色が卓越する
が雑多な色調を呈し，半くさり礫を主体とする。

＜新西面＞

＜新東面＞

安山岩（角礫質）

赤色土壌

HⅠa段丘堆積物

人工改変部

主せん断面
（粘土状破砕部を伴う）

主せん断面
（粘土状破砕部を伴わない）

不明瞭な主せん断面

HⅠa段丘堆積物

安山岩（角礫質)

第1049回審査会合 資料１
P.690 一部修正

コメントNo.131の回答

紫字：第1073回審査会合以降の変更箇所

5-130
・新北面の写真は次頁，次々頁
・新西面及び底盤の写真は補足資料5.6-1(1)-4
・岩盤上面に関する分析結果は補足資料5.6-1（1）-5

ブロックサンプリング
CT画像（S-4等を加筆）

←W E→

安山岩（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

【新北面：掘り込み後】

S-4（主せん断面）

新北面：掘り込み後
壁面拡大写真（S-4等を加筆）＜

新
北

面
＞

ブ
ロ
ッ
ク
サ

ン
プ
リ
ン
グ
位

置

主せん断面の延長に
分布する色調境界



【S-4写真（新北面：掘り込み前）】

新北面写真（S-4等を加筆）新北面写真（2022年1月撮影）

S-4 35m盤トレンチ（新北面）

←W E→

S-4
・走向傾斜N32E/68NW（走向は真北基準）を示し，せん断面に沿って固結した粘土・砂状破砕部が幅2.0～10cmで分布する。
・せん断面は明瞭であり，下部でフィルム状～1cm，中部で0.5～1.5cmの明褐～黄灰色の粘土を挟む。
・一方，最上部では不明瞭であるが，西側の黄褐色の安山岩(角礫質)と東側の赤褐色の固結した破砕部の境界（色調境界）として識別できる。
・固結した粘土・砂状破砕部は灰～赤褐色を呈し，流理状の構造を伴う。

←W E→

拡大写真範囲（次頁）

安山岩
（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

赤色土壌

S-4（主せん断面）

第1049回審査会合 資料１
P.691 一部修正

5-131

50cm50cm

・新北面において，幅2.0～10cmの固結した破砕部及び幅フィルム状～1.5cmの粘土状破砕部を伴うS-4を確認した。
・岩盤の安山岩（角礫質）の上位には，下位からHⅠa段丘堆積物，赤色土壌が分布する。

紫字：第1073回審査会合以降の変更箇所

主せん断面の延長に分布する色調境界

主せん断面



＜S-4拡大写真（新北面：掘り込み前）＞

新北面 拡大写真（S-4等を加筆）新北面 拡大写真（2022年1月撮影）

←W E→ ←W E→

安山岩
（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

・岩盤の安山岩（角礫質）の上位には，HⅠa段丘堆積物が分布する。
・新北面では岩盤上面付近でS-4が一部不明瞭である。
・S-4と上載地層（HⅠa段丘堆積物）との関係を詳細に確認する目的で，S-4が不明瞭となる箇所を約20cm奥に掘り込んだ壁面の観察を行った（P.5-133～135）。
・さらに，掘り込み時に採取したブロックのCT画像により，その内部状況を詳細に観察した（P.5-136～5-138）。

S-4 （主せん断面）

第1049回審査会合 資料１
P.692 一部修正

5-132

S-4 35m盤トレンチ（新北面）

20cm20cm

紫字：第1073回審査会合以降の変更箇所

主せん断面の延長に分布する色調境界

主せん断面



【新北面：掘り込み後の壁面の観察結果】

コメントNo.131の回答

○壁面を約20cm奥に掘り込み，断層と上載地層との関係について確認した。

○掘り込み後の壁面観察の結果，S-4は岩盤上面まで連続して確認でき，上位のHⅠa段丘堆積物に変位・変形を与えていない（次頁）。

新北面：掘り込み後 全景写真（2022年11月撮影）

←W E→

5-133

・ 新北面で，S-4が岩盤上面
で不明瞭となっている区間
において，ブロックサンプリ
ング（P.5-136）を実施する
ために，壁面を約20cm奥に
掘り込んだ。

・ ブロックサンプリング後の
壁面を整形して観察を行い，
断層と上載地層との関係に
ついて確認した。

下写真範囲

S-4 （主せん断面）
50cm

S-4 35m盤トレンチ（新北面）

新北面：掘り込み後 壁面写真 新北面：掘り込み後 壁面写真（S-4等を加筆）
S-4（主せん断面）

←W E→ ←W E→

10cm 10cm

安山岩（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

赤色土壌

S-4 （主せん断面）

拡大写真範囲（次頁）



コメントNo.131の回答

5-134

＜新北面：掘り込み後の壁面拡大写真＞

S-4（主せん断面）S-4（主せん断面）

←W E→←W E→

10cm 10cm

安山岩（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

新北面：掘り込み後 壁面拡大写真 新北面：掘り込み後 壁面拡大写真（S-4等を加筆）

黒色被膜

○S-4の主せん断面は，黒色被膜が多く認められる帯状の部分※（固結した破砕部の可能性がある）の西縁の直線的な境界として認められ，岩盤上面まで連続する。

○S-4は，岩盤上面及びその上位のHⅠa段丘堆積物に変位・変形を与えていない。

黒色被膜が多く認められる帯状の部分※

※ 黒色被膜が多く認められる帯状の部分

・掘り込み後の壁面において観察を行った結果，S-4の主せん断面に沿って黒
色被膜が多く認められる帯状の部分を確認した。

（破砕部の可能性の考察）

・S-4の主せん断面に沿って分布する黒色被膜が多く認められる帯状の部分に
ついては，その内部に変形構造は確認できないが，周辺岩盤より細粒化して
おり，S-4の主せん断面と斜交する方向に配列する微細な割れ目が多いこと
から，S-4の固結した破砕部の可能性がある。

・なお，この部分は，後述する（P.5-137，5-138）CT画像観察において確認され
た，S-4の主せん断面に沿って分布する相対的な高密度部（固結した破砕部
の可能性がある）に対応するものと考えられる。

岩盤
・黄褐～赤褐色を呈する安山岩(角礫質)からなり，風化を受けてナイフで削れる程度に軟質である。一部で硬質な岩芯を残す角礫状部が認め

られ，この部分は灰色を呈する。

HⅠa段丘堆積物
・明褐～黄褐色を呈するシルト質細砂の基質に，灰色，暗灰色，赤褐色，黄灰色等，雑多な色調を呈する安山岩礫を含む砂礫層からなる。
・礫径は概ね5～15㎝であるが，基質部にも，より細粒な礫が識別できる。

S-4
・主せん断面は，黒色被膜が多く認められる帯状の部分※の西縁の直線的な境界として認められる。この帯状の部分は厚さ約2cmで分布し，

風化により軟質化した周辺の岩盤よりやや硬質かつ細粒である。この帯状の部分において，S-4の主せん断面と斜交する方向に配列する微
細な割れ目に黒色被膜が沈着している。

・S-4は，岩盤上面まで連続し，岩盤上面及びその上位のHⅠa段丘堆積物に変位・変形を与えていない。

S-4 35m盤トレンチ（新北面）



コメントNo.131の回答

5-135

＜新北面：掘り込み後の壁面スケッチ＞

S-4
（主せん断面）

←W E→

10cm

安山岩（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

新北面：掘り込み後 壁面拡大写真（S-4等を加筆）

黒色被膜10cm0

新北面：掘り込み後 壁面拡大スケッチ

S-4
（主せん断面）黒色被膜が多く認められる帯状の部分

(固結した破砕部の可能性がある（前頁参照））

HⅠa段丘堆積物

安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

黒色被膜が多く認められる帯状の部分
(固結した破砕部の可能性がある）

主せん断面

黒色被膜の沈着部←W E→

黒色被膜が多く認められる帯状の部分
(固結した破砕部の可能性がある（前頁参照））

○S-4の主せん断面は，黒色被膜が多く認められる帯状の部分（固結した破砕部の可能性がある）の西縁の直線的な境界として認められ，岩盤上面まで連続する。

○S-4は，岩盤上面及びその上位のHⅠa段丘堆積物に変位・変形を与えていない。

S-4 35m盤トレンチ（新北面）



○35m盤トレンチの追加掘削部の新北面でブロックサンプリングを実施し，CT画像によりその内部状況を詳細に観察した。
○CT画像観察の結果，S-4は岩盤上面まで連続しており，上位のHⅠa段丘堆積物に変位・変形を与えていないことを確認した。

コメントNo.131の回答

断面①CT画像

S-4
（主せん断面）

西 東

下

上

採取したブロックの写真と断面位置

断面① CT画像（S-4等を加筆）

S-4
（主せん断面）

岩盤

西 東

下

上

E→
S-4は岩盤上面まで連続し，
その上位に堆積するHⅠa段
丘堆積物に変位，変形を与
えていない

HⅠa段丘堆積物

＜CT画像観察＞

ブロックサンプリングの位置
（2022年11月撮影）

断
面
①

断
面
②

ブロックサンプリング位置

←W E→

S-4
（主せん断面）

HⅠa段丘堆積物

安山岩（角礫質）

10cm

西 東

下

上

S-4
（主せん断面）

西 東

下

上

S-4
（主せん断面）

断面② CT画像（S-4等を加筆）

断面②CT画像

断面① 断面②

岩盤

HⅠa段丘堆積物

S-4は岩盤上面まで連続し，
その上位に堆積するHⅠa段
丘堆積物に変位，変形を与
えていない

5.6.1 S-4 （1） 35m盤トレンチ（新北面）

詳細はP.5-137参照 5-136詳細はP.5-138参照

－ブロックサンプリング・CT画像観察（概要）－

（作業の流れ）

・追加掘削部の新北面に対して垂直な方向（斜め下方向
に傾斜15°の方向）に掘削し，ブロックを採取した。

・CT撮影を行うため，ブロックを厚さ約6cmに切断し，各
ブロックをCT撮影した。

・各ブロックの代表断面（①，②）で撮影したCT画像につ
いて詳細に観察を行った。

主せん断面の延長に
分布する色調境界

主せん断面



コメントNo.131の回答

断面① CT画像（S-4等を加筆）

S-4
（主せん断面）

岩盤

HⅠa段丘堆積物

【CT画像観察結果】

断面① CT画像

5-137断面① 拡大写真

下拡大範囲

断面① （S-4等を加筆）
S-4（主せん断面）

S-4は，HⅠa段丘堆積物に変位・変形を与
えていない。

岩盤上面

HⅠa段丘堆積物

岩盤

S-4 35m盤トレンチ（ブロックサンプリング）

西 東

下

上

西 東

下

上

S-4（主せん断面）

2cm

S-4（主せん断面）

＜断面① CT画像＞

HⅠa段丘堆積物は，相対的に
高密度の基質と低密度の礫で
特徴づけられる。一部で高密度
の礫も含まれる。

岩盤は，風化による溶脱作用
の影響を受け，低密度な状態
を示す暗い色調を呈する。

＜断面①の観察結果＞

・HⅠa段丘堆積物は，相対的に高密度の基質と低密度の礫で特徴づけられる部分として認められ，一部で高密度の礫も含まれる※1。

・岩盤は，風化による溶脱作用の影響を受け，低密度な状態を示す暗い色調を呈する部分として認められる※1。

・S-4の主せん断面は，岩盤の下部では岩盤中の相対的な高密度部※2（固結した破砕部の可能性がある）の西縁の直線的な境界として認められ，岩盤の上部では同
高密度部内の線状の構造として認められ，岩盤上面まで連続する。

・S-4は，岩盤上面及びその上位に堆積するHⅠa段丘堆積物に変位・変形を与えていない。

・なお，CT画像観察に基づく岩盤上面の位置は，掘り込み前の壁面観察に基づく岩盤上面の位置と概ね整合する。

注：密度（白色部＞黒色部）

2cm

流入粘土
相対的な

高密度部※2

相対的な高密度部※2において，周辺の岩
片を取り込んでいる状況が認められる。

※1：HⅠa段丘堆積物と岩盤でみられる
上記の特徴は，旧北面及び新西面
におけるCT画像観察結果と整合し
ている（補足資料5.6-1 (1)-3 P.5.6-
1-17，(1)-5 P.5.6-1-29）。

S-4の主せん断面は岩盤の上部では相対
的な高密度部※2内の線状の構造として認
められる。

S-4の主せん断面は，岩盤の下部では岩
盤中の相対的な高密度部※2の西縁の直
線的な境界として認められる。

※2 相対的な高密度部について

（破砕部の可能性の考察）
・S-4の主せん断面に沿って分布する
相対的な高密度部については，その
内部に変形構造は確認できないが，
周辺岩盤の岩片を取り込むとともに細
粒となっている状況が認められること
から，S-4の固結した破砕部の可能性
がある。

・なお，この部分は，前述した（P.5-134）
堀り込み後の壁面において確認され
た，S-4の主せん断面に沿って分布す
る黒色被膜が多く認められる帯状の
部分（固結した破砕部の可能性があ
る）に対応するものと考えられる。

（密度の高低についての考察）
・地表部の風化の影響が小さい地下深

部の断層破砕部のCT画像では，破砕
部は周辺岩盤よりも暗い色調（低密
度）を呈するが（P.5-142など），本ブ
ロックのCT画像では，S-4の主せん断
面に沿って，周辺岩盤より明るい色調
（高密度）を呈する。これは，S-4の断
層活動に伴って周辺岩盤が細粒化し，
その後固結，緻密になり風化の影響を
受けにくくなったためと考えられる（周
辺岩盤は，風化による溶脱作用の影
響を受け低密度となっている）。



コメントNo.131の回答

5-138

S-4 35m盤トレンチ（ブロックサンプリング）

西 東

下

上

西 東

下

上

下拡大範囲

2cm

断面② 拡大写真 断面② （S-4等を加筆）
S-4（主せん断面）

S-4
（主せん断面）S-4（主せん断面）

HⅠa段丘堆積物

岩盤

断面② CT画像（S-4等を加筆）断面② CT画像

＜断面② CT画像＞ 注：密度（白色部＞黒色部）

HⅠa段丘堆積物は，相対的に
高密度の基質と低密度の礫で
特徴づけられる。一部で高密度
の礫も含まれる。

岩盤は，風化による溶脱作用
の影響を受け，低密度な状態
を示す暗い色調を呈する。

岩盤

HⅠa段丘堆積物

2cm

岩盤上面

流入粘土相対的な
高密度部※2

※1：HⅠa段丘堆積物と岩盤でみられる
上記の特徴は，旧北面及び新西面
におけるCT画像観察結果と整合し
ている（補足資料5.6-1 (1)-3 P.5.6-
1-17，(1)-5 P.5.6-1-29）。

＜断面②の観察結果＞

・HⅠa段丘堆積物は，相対的に高密度の基質と低密度の礫で特徴づけられる部分として認められ，一部で高密度の礫も含まれる※1。

・岩盤は，風化による溶脱作用の影響を受け，低密度な状態を示す暗い色調を呈する部分として認められる※1。

・S-4の主せん断面は，岩盤の下部では岩盤中の相対的な高密度部※2（固結した破砕部の可能性がある）の西縁の直線的な境界として認められ，岩盤の上部では同
高密度部内の線状の構造として認められ，岩盤上面まで連続する。

・S-4は，岩盤上面及びその上位に堆積するHⅠa段丘堆積物に変位・変形を与えていない。

・なお，CT画像観察に基づく岩盤上面の位置は，掘り込み前の壁面観察に基づく岩盤上面の位置と概ね整合する。

S-4は，HⅠa段丘堆積物に変位・変形を与
えていない。

相対的な高密度部※2において，周辺の岩
片を取り込んでいる状況が認められる。

S-4の主せん断面は岩盤の上部では相対
的な高密度部※2内の線状の構造として認
められる。

S-4の主せん断面は，岩盤の下部では岩
盤中の相対的な高密度部※2の西縁の直
線的な境界として認められる。

※2 相対的な高密度部について

（破砕部の可能性の考察）
・S-4の主せん断面に沿って分布する
相対的な高密度部については，その
内部に変形構造は確認できないが，
周辺岩盤の岩片を取り込むとともに細
粒となっている状況が認められること
から，S-4の固結した破砕部の可能性
がある。

・なお，この部分は，前述した（P.5-134）
堀り込み後の壁面において確認され
た，S-4の主せん断面に沿って分布す
る黒色被膜が多く認められる帯状の
部分（固結した破砕部の可能性があ
る）に対応するものと考えられる。

（密度の高低についての考察）
・地表部の風化の影響が小さい地下深

部の断層破砕部のCT画像では，破砕
部は周辺岩盤よりも暗い色調（低密
度）を呈するが（P.5-142など），本ブ
ロックのCT画像では，S-4の主せん断
面に沿って，周辺岩盤より明るい色調
（高密度）を呈する。これは，S-4の断
層活動に伴って周辺岩盤が細粒化し，
その後固結，緻密になり風化の影響を
受けにくくなったためと考えられる（周
辺岩盤は，風化による溶脱作用の影
響を受け低密度となっている）。

S-4（主せん断面）
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5.6.2 鉱物脈法による活動性評価（S-4） －評価地点－
第1049回審査会合 資料1

P.278 一部修正

5-140

○ ２地点（E-8.60孔，E-8.50’’’孔）において，S-4の最新ゾーンに少

なくとも後期更新世以降に生成したものではないと評価した変
質鉱物であるI/S混合層が認められたことから，断層活動（最新
面）と変質鉱物との関係による評価を行った。

○ また，その他の調査地点（E-11.1SE-2孔，F-9.3-4孔（SEM観
察））についても，評価を行った。

２号機 １号機

位置図

E-8.60孔
（深度104.68m,EL-35.91m）

斜めボーリング孔

E-8.50’’’孔
（深度111.95m,EL-39.83m）

E-11.1SE-2孔
（深度1.65m,EL19.72m）

E-8.60孔※

（掘進長130m，傾斜33°）

S-4想定深度：104m付近

E-8.60孔断面図
（掘進方向，H:V=1:1）

E-8.50’’’孔，E-8.60孔，E-11.1SE-2孔，F-9.3-4孔のS-4想定深度付近のコア写真は，補足資料5.3-3（3）

評価地点

S-4想定位置

凡例

←NW SE→
２号

原子炉建屋

これらの図の断層線は，周辺の露頭やボーリング

での出現位置を基に描いている。

※鉱物脈法による評価のために
実施したボーリング

E-8.50’’’孔断面図

（掘進方向，H:V=1:1）

←NW SE→

S-4想定深度：113m付近

２号
原子炉建屋

E-8.50’’’孔※

（掘進長130m，傾斜33°）

S-○ （陸域 EL-4.7m）

評価対象断層

■鉱物脈法による評価地点

F-9.3-4孔（SEM観察）
（深度66.43m,EL-45.85m）

鉱物脈法に関する調査箇所

（断層の後期更新世以降の活動を否定する
にあたり，鉱物脈の年代及び断層による変
位・変形がないことが明確に確認できるデー
タを着色）

：断層の後期更新世以降の活動を否定するにあたり，鉱物脈の年代及び断層
による変位・変形がないことが明確に確認できるデータ（主たる根拠）

黄色網掛け

：鉱物脈法による評価において，S-4の中で最新面と鉱物脈との
切り合い関係が最も明確であると評価したデータ

黄色網掛け

評価地点
記載頁

孔名 薄片名 確認範囲

E-8.60孔
（深度104.68m,EL-35.91m）

薄片① 範囲A
P.5-141～5-150

補足資料5.6-2（1）-1

E-8.50’’’孔
（深度111.95m,EL-39.83m）

薄片① 範囲A
P.5-151～5-154

補足資料5.6-2（1）-2薄片②
範囲A

範囲B

E-11.1SE-2孔
（深度1.65m,EL19.72m）

薄片①
範囲A

参考資料5.6-2（1）-1
範囲B

F-9.3-4孔（SEM観察）
（深度66.43m,EL-45.85m）

参考資料5.6-2（2）



下
盤

上
盤

最新面
Ⅲ（最新ゾーン）

下

上

Ⅱ

0.1mm

5.6.2 S-4 (1) E-8.60孔 －評価結果－

薄片①範囲Aスケッチ

調査位置図

２号機 １号機

薄片作成，EPMA分析箇所
E-8.60孔（深度104.68m）

XRD分析箇所
F-9.3-4孔（深度66.40m）

凡例
0.1mm 下

上

上
盤

下
盤

最新面Ⅱ Ⅲ（最新ゾーン）

（直交ニコル）

XRD分析箇所
E-11.1SE-6孔（深度1.50m）

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形（せん断面や
引きずりなど）は認められない（P.5-149，5-150）。

・不連続箇所には， I/S混合層生成以降の注入の痕跡や，薄片
作成時等の乱れの影響は認められない（P.5-149，5-150）。

S-○ （陸域 EL-4.7m）

評価対象断層

○以上のことを踏まえると，S-4の最新活動はI/S混合層の生成以前であり，S-4に後期更新世以降の活動は認められない。

【最新面の認定】
○E-8.60孔の深度104.70m付近で認められるS-4において，巨視的観察及び微視的観察を実施し，最新ゾーンの上盤側の境界に最新面を認定し

た（P.5-142～5-145）。

【鉱物の同定】
○微視的観察により確認した粘土鉱物は，EPMA分析（定量）による化学組成の検討結果及びXRD分析（粘土分濃集）による結晶構造判定結果

から，I/S混合層であると判断した（P.5-146，5-147）。

【変質鉱物の分布と最新面との関係】
○EPMA分析（マッピング）や薄片観察により，粘土鉱物（I/S混合層）の分布範囲を確認した結果，粘土鉱物（I/S混合層）は最新ゾーン及びその

周辺に分布している（P.5-148，補足資料5.6-2（1）-1P.5.6-2-4）。

○薄片①の範囲Aにおいて，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断して分布し，最新面が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合
層）に変位・変形は認められない（P.5-149，5-150）。

第1049回審査会合 資料1
P.301 一部修正

紫字：第1073回審査会合以降の変更箇所

詳細観察範囲写真
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5.6.2 S-4 (1) E-8.60孔 －最新面の認定（巨視的観察）－

ボーリングコア写真（E-8.60孔）

（深度）

CT画像（E-8.60孔）
ブロック写真

○E-8.60孔の深度104.70m付近で認められるS-4において，巨視的観察（ボーリングコア観察，CT画像観察）を実施し，最も直線
性・連続性がよい断層面を主せん断面として抽出した。

○主せん断面における条線観察の結果，126°Rの条線方向が確認されたことから，126°Rで薄片を作成した（ブロック写真）。

粘土状破砕部

1cm

上 下

上 下

薄片作成箇所※

上

上
盤

※図示した箇所で薄片①を作成し，そこ
から1mm程度削り込んだ位置で
EPMA用薄片を作成した

104.4 104.5 104.6 104.7
（m）

104.8 104.9

主せん断面走向傾斜：N40°E/58°NW

調査位置図

２号機 １号機

条線観察，薄片作成箇所
E-8.60孔（深度104.68m）

主せん断面

下
盤

下

固結した破砕部

主せん断面

・条線観察結果については補足資料5.3-3(2)-3

右ブロック採取箇所

S-○ （陸域 EL-4.7m）

評価対象断層

第1049回審査会合 資料1
P.302 再掲
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5.6.2 S-4 (1) E-8.60孔 －最新面の認定（微視的観察）－
○薄片①で実施した微視的観察（薄片観察）の結果，色調や礫径などから，上盤側よりⅠ～Ⅴに分帯した。

○そのうち，最も細粒化している分帯Ⅲを最新ゾーンとして抽出した。

○最新ゾーンと分帯Ⅱとの境界に，面1が認められる。面1は最新ゾーンの中では比較的直線性・連続性のよい面である。

○最新ゾーンと分帯Ⅳとの境界は，不明瞭で漸移的であり，せん断面は認められない※。

○最新ゾーン中に認められるY面は面1のみであることから，面1を最新面と認定し，変質鉱物との関係を確認する。

○なお，最新ゾーンから離れたその他の面として分帯Ⅳと分帯Ⅴとの境界面が認められるが，この面の周辺は最新ゾーンに比べて細粒化が進んでおらず，面は湾曲し
不明瞭であり，直線性に乏しいことから，最新面ではないと判断した。

Ⅰ：単ニコルで褐灰色，直交ニコルで灰色の干渉色を呈する凝灰岩からなる。径5mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に含まれる。岩片，鉱物片は亜角～亜円形である。

Ⅱ：単ニコルで暗褐灰色，直交ニコルで暗灰色の干渉色を呈する細粒凝灰岩からなる。径1mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に含まれる。岩片，鉱物片は亜角～亜円形である。基質中や割れ
目に粘土鉱物が生成している。

Ⅲ （最新ゾーン） ：単ニコルで褐灰色，直交ニコルで黄～灰色の干渉色を呈する，粘土鉱物を含む細粒物からなる。径0.5mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に含まれる。岩片，鉱物片は亜角～
亜円形である。基質中や割れ目に粘土鉱物が比較的多く含まれる。

Ⅳ：単ニコルで淡褐～褐灰色，直交ニコルで黄～灰色の干渉色を呈する火山礫凝灰岩からなる。径10mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に含まれている。岩片，鉱物片は亜角～亜円形である。
基質中や岩片の縁辺部に粘土鉱物が生成している。

Ⅴ：単ニコルで暗褐灰色，直交ニコルで暗灰色の干渉色を呈する火山礫凝灰岩からなる。径10mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に含まれる。岩片，鉱物片は亜角～亜円形である。割れ目や岩
片の縁辺部に粘土鉱物が生成している。

薄片①写真（E-8.60_126R）

（単ニコル） （直交ニコル）

下
盤

下10mm

上
盤

Ⅲ（最新ゾーン）

上

下

Ⅰ Ⅴ
面1（最新面）

ⅣⅡ
Ⅲ（最新ゾーン）

上

Ⅰ Ⅴ
面1（最新面）

ⅣⅡ

【解釈線なし】
※最新ゾーンと分帯Ⅳとの境界についての詳細は次々頁 分帯とコア観察における破砕部区分との対応

・分帯Ⅲ（最新ゾーン） ・・・粘土状破砕部
・分帯Ⅰ，分帯Ⅱ，分帯Ⅳ，分帯Ⅴ ・・・固結した破砕部

第1049回審査会合 資料1
P.303 一部修正

5-143



薄片①写真（E-8.60_126R）

（単ニコル） （直交ニコル）

下
盤

下10mm

上
盤

Ⅲ（最新ゾーン）

上

下

Ⅰ

面1（最新面）

ⅣⅡ
Ⅲ（最新ゾーン）

上

Ⅰ Ⅴ

面1（最新面）

ⅣⅡ

【解釈線あり】

その他の面

Ⅴ

その他の面

S-4_ E-8.60孔

第1049回審査会合 資料1
P.304 一部修正
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・最新ゾーンと分帯Ⅱとの境界に，面1が認められる。面1は最新ゾーンの中では比較的直線性・連続性のよい面である。

・最新ゾーンと分帯Ⅳとの境界は，不明瞭で漸移的であり，せん断面は認められない。

・なお，最新ゾーンから離れたその他の面として分帯Ⅳと分帯Ⅴとの境界面が認められるが，この面の周辺は最新ゾーンに比べて細粒化が進んでおらず，
面は湾曲し不明瞭であり，直線性に乏しいことから，最新面ではないと判断した。



薄片①写真（E-8.60_126R）

（直交ニコル）

○薄片①で実施した微視的観察（薄片観察）の結果，最新ゾーンと分帯Ⅳとの境界は不明瞭で漸移的であり，せん断面は認められ
ない。

下
盤

上
盤

Ⅲ（最新ゾーン）

上

下

Ⅰ Ⅴ
最新面

ⅣⅡ

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

Ⅲ（最新ゾーン）
ⅣⅡ

最新面
Ⅲ（最新ゾーン）

ⅣⅡ

最新面

Ⅲ（最新ゾーン）
ⅣⅡ

最新面
Ⅲ（最新ゾーン）

ⅣⅡ

最新面
（直交ニコル）（単ニコル）

（直交ニコル）（単ニコル） 不明瞭で漸移的であり，
せん断面は認められない

不明瞭で漸移的であり，
せん断面は認められない

1mm

1mm

10mm

5.6.2 S-4 (1) E-8.60孔 －最新ゾーンと分帯Ⅳとの境界－
第1049回審査会合 資料1

P.305 再掲
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5.6.2 S-4 (1) E-8.60孔 －鉱物の同定（XRD分析）－

薄片作成箇所

XRD分析試料採取位置（E-8.60孔）

回折チャート（不定方位）_E-8.60孔

○最新ゾーン付近でXRD分析を実施した結果，主な粘土鉱物としてスメクタイトが認められる。

○スメクタイトについて詳細な結晶構造判定を行うために，同一断層の別孔（F-9.3-4孔，E-11.1SE-6孔）の破砕部においてXRD
分析（粘土分濃集）を実施した結果，I/S混合層と判定した。

（深度）

上 下

104.4 104.5 104.6 104.7
（m）

104.8 104.9

主せん断面

採取位置

Δ2θ1

Δ
2
θ

2

Δ2θ1

Δ
2
θ

2

グラフ中の数字が
イライト混合率を表している

イライト

スメクタイト

標準的なスメクタイト
Nakata et al.(2019)

敷地の粘土鉱物

4 5

6
7

S-4（F-9.3-4孔，E-11.1SE-6孔）

I/S混合層の構造判定図（渡辺（1981）に一部加筆）

I/S混合層の構造判定図（渡辺（1986）に一部加筆）

・S-4試料の詳細検討結果は
補足資料5.3-2（2）P.5.3-2-35,36

Pl ：斜長石
Sm：スメクタイト
Hem：赤鉄鉱

・回折チャート（定方位，EG処理）については，
補足資料5.3-3(1) P.5.3-3-23

第1049回審査会合 資料1
P.306 再掲

5-146



２八面体型雲母粘土鉱物及び関連鉱物の化学組成
（Srodon et al. (1984)に一部加筆）

5.6.2 S-4 (1) E-8.60孔 －鉱物の同定（EPMA分析（定量））－

○EPMA用薄片で実施したEPMA分析（定量）による化学組成の検討結果から，最新ゾーンやその周辺に分布する粘土鉱物はI/S
混合層であると判断した。

分析値（S-4_E-8.60孔）
分析番号位置は右図

その他の分析値（敷地の粘土鉱物）

・詳細は補足資料5.3-2（3）P.5.3-2-74

EPMA用薄片※1写真

EPMA分析（マッピング）※2範囲写真

（単ニコル） （直交ニコル）

下
盤

下10mm

上
盤

Ⅲ（最新ゾーン）

上

下

Ⅰ Ⅴ
最新面

ⅣⅡ

下
盤

下

上

最新面 Ⅲ（最新ゾーン） Ⅳ

（直交ニコル）

上
盤

（単ニコル）

Ⅱ

EPMA分析
（マッピング）範囲

調査位置図

２号機 １号機

薄片作成，EPMA分析箇所
E-8.60孔（深度104.68m）

Ⅲ（最新ゾーン）

上

Ⅰ Ⅴ
最新面

ⅣⅡ

※1：薄片①を作成した箇所から1mm程度削
り込んだ位置でEPMA用薄片を作成した

上

最新面 Ⅲ（最新ゾーン） ⅣⅡ

下1mm

2

3

5

1

4

2

3

5

1

4

S-○ （陸域 EL-4.7m）

評価対象断層

第1049回審査会合 資料1
P.307 一部修正

5-147※2：EPMA分析（マッピング）の詳細は補足資料5.6-2（1）-1P.5.6-2-4



5.6.2 S-4 (1) E-8.60孔 －変質鉱物の分布（薄片観察） －

○薄片①で実施した薄片観察や，EPMA用薄片で実施したEPMA分析（マッピング）における化学組成の観点での観察により，粘土
鉱物（I/S混合層）の分布範囲を確認した結果，粘土鉱物（I/S混合層）は最新ゾーンやその周辺に分布している。

○この粘土鉱物（I/S混合層）と最新面との関係を確認する。

薄片①写真（E-8.60_126R）

薄片①写真（E-8.60_126R）（拡大）

（直交ニコル）

下
盤

Ⅲ（最新ゾーン）

上

下

Ⅰ Ⅴ
最新面

ⅣⅡ

10mm

上
盤

拡大範囲

（単ニコル）

（直交ニコル）

下
盤

1mm

上

上
盤

下
盤

上
盤

最新面
ⅣⅢ（最新ゾーン）Ⅱ

下

最新面
ⅣⅢ（最新ゾーン）Ⅱ

次頁範囲Ａ

第1049回審査会合 資料1
P.309 再掲
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5.6.2 S-4 (1) E-8.60孔 －最新面とI/S混合層との関係（範囲Ａ）－

（単ニコル）

（直交ニコル）

範囲Ａ写真
0.1mm

下
盤

下

範囲Aスケッチ

下

上

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面

凡例

上
盤

下
盤

上
盤

最新面Ⅱ Ⅲ（最新ゾーン）

上
盤

下
盤

上

（直交ニコル）

薄片①写真（E-8.60_126R）（拡大）

1mm

範囲Ａ
下
盤

上
盤

下

最新面
ⅣⅢ（最新ゾーン）Ⅱ

最新面Ⅱ Ⅲ（最新ゾーン）

最新面Ⅱ Ⅲ（最新ゾーン）

○範囲Ａにおいて詳細に観察した結果，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断して分布し，最新面が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物
（I/S混合層）に変位・変形は認められない。

○なお，不連続箇所においてI/S混合層生成以降の注入現象の有無を確認した結果，弓状構造や粒子の配列などの注入の痕跡は認められない。

○さらに，薄片作成時等に生じた空隙は，明確に認定できる最新面が不連続になる箇所の粘土鉱物（I/S混合層）の構造に影響を与えていないこと
から，不連続箇所は薄片作成時等の乱れの影響を受けていないと判断した。

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形
（せん断面や引きずりなど）は認められない。

第1049回審査会合 資料1
P.310 一部修正
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詳細観察範囲写真

（直交ニコル）（単ニコル）

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

下

上
最新面 Ⅲ（最新ゾーン）

下

上

Ⅱ

範囲Aスケッチ

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面

凡例

下

上

上
盤

下
盤

最新面Ⅱ Ⅲ（最新ゾーン）

0.1mm

詳細観察範囲

最新面 Ⅲ（最新ゾーン）Ⅱ

0.1mm

【詳細観察（範囲A）】S-4_ E-8.60孔

第1049回審査会合 資料1
P.311 一部修正
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注入現象の事例
（関西電力株式会社，2016）

・範囲Ａにおいて詳細に観察した結果，粘土鉱物
（I/S混合層）が最新面を横断して分布し，最新面
が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物
（I/S混合層）に変位・変形は認められない。

・なお，不連続箇所においてI/S混合層生成以降
の注入現象の有無を確認した結果，弓状構造や
粒子の配列などの注入の痕跡は認められない。

・さらに，薄片作成時等に生じた空隙は，明確に
認定できる最新面が不連続になる箇所の粘土鉱
物（I/S混合層）の構造に影響を与えていないこと
から，不連続箇所は薄片作成時等の乱れの影
響を受けていないと判断した。

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形（せん断面や
引きずりなど）は認められない。

・不連続箇所には， I/S混合層生成以降の注入の痕跡や，薄片
作成時等の乱れの影響は認められない。

・ステージ回転写真は補足資料5.6-2(1)-1 P.5.6-2-5



下

下
盤

上
盤

最新面1
Ⅰ Ⅲ

最新面2Ⅱ
（最新ゾーン）

0.1mm

下
盤

上
盤

下

上最新面1
Ⅱ（最新ゾーン）Ⅰ

0.1mm

5.6.2 S-4 (2) E-8.50’’’孔 －評価結果－

薄片①範囲Aスケッチ調査位置図

２号機 １号機

薄片作成，EPMA分析箇所
E-8.50’’’孔（深度111.95m）

XRD分析箇所
F-9.3-4孔（深度66.40m）

凡例

（単ニコル）

XRD分析箇所
E-11.1SE-6孔（深度1.50m）

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形（せん断
面や引きずりなど）は認められない（P.5-152，5-153）。

・不連続箇所には， I/S混合層生成以降の注入の痕跡や，
薄片作成時等の乱れの影響は認められない（P.5-152，5-
153）。

：延長位置
S-○ （陸域 EL-4.7m）

評価対象断層

○以上のことを踏まえると，S-4の最新活動はI/S混合層の生成以前であり，S-4に後期更新世以降の活動は認められない。

【最新面の認定】
○E-8.50’’’孔の深度111.90m付近で認められるS-4において，巨視的観察及び微視的観察を実施し，最新ゾーンの上盤側及び下盤側の境界面そ

れぞれ最新面1，最新面2を認定した（補足資料5.6-2（1）-2P.5.6-2-8～10，20～22）。

【鉱物の同定】
○微視的観察により確認した粘土鉱物は，EPMA分析（定量）による化学組成の検討結果及びXRD分析（粘土分濃集）による結晶構造判定結果

から，I/S混合層であると判断した（補足資料5.6-2（1）-2P.5.6-2-11，12）。

【変質鉱物の分布と最新面との関係】
○EPMA分析（マッピング）や薄片観察により，粘土鉱物（I/S混合層）の分布範囲を確認した結果，粘土鉱物（I/S混合層）は最新ゾーン及びその

周辺に分布している（補足資料5.6-2（1）-2P.5.6-2-13，14，22）。

○薄片①の範囲A（最新面1）及び薄片②の範囲A，Bにおいて，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面1，2を横断して分布し，最新面1，2が不連続に
なっており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形は認められない※（P.5-152～5-154，補足資料5.6-2（1）-2P.5.6-2-15～19，23～
29）。

第1049回審査会合 資料1
P.279 一部修正

紫字：第1073回審査会合以降の変更箇所

※薄片①の範囲A（最新面2）については，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面2付近に分布し，最新面2
が不連続になるものの，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面2を明瞭に横断しておらず，最新面2と粘
土鉱物（I/S混合層）との切り合い関係が不明確である（補足資料5.6-2（1）-2P.5.6-2-18）。

詳細観察範囲写真

5-151



下

下
盤

上
盤

最新面1
Ⅰ Ⅲ

最新面2

上

（直交ニコル）

下
盤

下

上

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅰ 最新面1 最新面2 Ⅲ

範囲Ａ
上
盤

10mm

5.6.2 S-4 (2) E-8.50’’’孔① －最新面とI/S混合層との関係（範囲Ａ）－

（単ニコル）

（直交ニコル）

範囲Ａ写真1mm

下
盤

下

範囲Aスケッチ

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面1，2

凡例

上
盤

下
盤

上
盤

最新面1Ⅰ

Ⅱ
（最新ゾーン）

上

○薄片①の範囲Ａにおいて詳細に観察した結果，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面1を横断して分布し，最新面1が不連続になっており，不連続箇所
の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形は認められない。

○なお，不連続箇所においてI/S混合層生成以降の注入現象の有無を確認した結果，弓状構造や粒子の配列などの注入の痕跡は認められない。

○さらに，薄片作成時等に生じた空隙は，明確に認定できる最新面1が不連続になる箇所の粘土鉱物（I/S混合層）の構造に影響を与えていないこ
とから，不連続箇所は薄片作成時等の乱れの影響を受けていないと判断した。

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形
（せん断面や引きずりなど）は認められない。

薄片①写真（E-8.50’’’ _131R）

Ⅲ最新面2

最新面1
Ⅰ

Ⅱ
（最新ゾーン） Ⅲ最新面2

Ⅱ
（最新ゾーン）

：延長位置

第1049回審査会合 資料1
P.287 一部修正
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下

下
盤

上
盤

最新面1
Ⅰ Ⅲ

最新面2Ⅱ
（最新ゾーン）

詳細観察範囲写真

（直交ニコル）（単ニコル）

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

下

上

範囲Aスケッチ

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面1，2

凡例

最新面1 Ⅱ（最新ゾーン）Ⅰ

0.1mm

【詳細観察（範囲A，最新面1）】

下

最新面1 Ⅱ（最新ゾーン）Ⅰ

：延長位置

上

上

S-4_ E-8.50’’’孔①

1mm

詳細観察範囲

第1049回審査会合 資料1
P.288 一部修正

注入現象の事例
（関西電力株式会社，2016）

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形（せん断面や
引きずりなど）は認められない。

・不連続箇所には， I/S混合層生成以降の注入の痕跡や，薄片
作成時等の乱れの影響は認められない。

・薄片①の範囲Ａにおいて詳細に観察した結果，
粘土鉱物（I/S混合層）が最新面1を横断して分
布し，最新面1が不連続になっており，不連続箇
所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形は認め
られない。

・なお，不連続箇所においてI/S混合層生成以降
の注入現象の有無を確認した結果，弓状構造や
粒子の配列などの注入の痕跡は認められない。

・さらに，薄片作成時等に生じた空隙は，明確に
認定できる最新面1が不連続になる箇所の粘土
鉱物（I/S混合層）の構造に影響を与えていない
ことから，不連続箇所は薄片作成時等の乱れの
影響を受けていないと判断した。

5-153・ステージ回転写真は補足資料5.6-2(1)-2 P.5.6-2-17



5.6.2 S-4 (2) E-8.50’’’孔② －最新面とI/S混合層との関係（範囲Ｂ）－

スケッチ

下
盤

（直交ニコル）（単ニコル）

詳細観察範囲写真
下

上
盤

下

0.1mm

上
盤

薄片②写真（E-8.50’’’ _131R）

（直交ニコル）

下
盤

範囲Ｂ

上
盤

Ⅱ（最新ゾーン） Ⅲ最新面2

上 上

：延長位置

○薄片②の範囲Ｂにおいて詳細に観察した結果，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面2を横断して分布し，最新面2が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形は認められ
ない。

○なお，不連続箇所においてI/S混合層生成以降の注入現象の有無を確認した結果，弓状構造や粒子の配列などの注入の痕跡は認められない。

○さらに，薄片作成時等に生じた空隙は，明確に認定できる最新面2が不連続になる箇所の粘土鉱物（I/S混合層）の構造に影響を与えていないことから，不連続箇所は薄片作成時等の乱れの影
響を受けていないと判断できる。

下

上Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅰ 最新面1 最新面2 Ⅲ

10mm

範囲Ｂ

（直交ニコル）（単ニコル）

範囲Ｂ写真 下

下
盤

上
盤

上

詳細観察範囲

下

最新面1
Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅰ Ⅲ最新面2

上

最新面1
Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅰ Ⅲ最新面2

1mm

Ⅲ最新面2

下

Ⅱ（最新ゾーン） Ⅲ最新面2

上

第1049回審査会合 資料1
P.299 一部修正

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形
（せん断面や引きずりなど）は認められない。

・不連続箇所には， I/S混合層生成以降の注入の痕
跡や，薄片作成時等の乱れの影響は認められない。

注入現象の事例
（関西電力株式会社，2016）

Ⅱ（最新ゾーン）

5-154・ステージ回転写真は補足資料5.6-2(1)-2 P.5.6-2-29



5.7 S-5の活動性評価
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5.7 S-5の活動性評価地点

5-156

第1049回審査会合 資料1
P.53 一部修正

防潮堤基礎部

２号機 １号機

○１地点（R-8.1-1-2孔）において，評価を行った。

○評価にあたっては，その他の評価データ（R-8.1-1-3孔，H-5.4-
4E孔）も用いた。

評価手法 評価地点 掲載箇所

上載地層法 ― ―

鉱物脈法

R-8.1-1-2孔
5.7.1(1)

補足資料5.7-1(1)-1

R-8.1-1-3孔 参考資料5.7-1(1)-1

H-5.4-4E孔 参考資料5.7-1(1)-2

調査位置図

■鉱物脈法

○約12～13万年前以前の地形面，地層が確認できないことから，
上載地層法による評価を実施できない。

■上載地層法

評価対象断層
（陸域：EL-4.7m，海岸部：EL0m）

K-18については，地表付近まで連続しないため，
EL0mでの延長位置を で図示

鉱物脈法に関する調査箇所

（断層の後期更新世以降の活動を否定
するにあたり，鉱物脈の年代及び断層
による変位・変形がないことが明確に確
認できる地点を着色）

：断層の後期更新世以降の活動を否定するにあたり，鉱物脈の年代及び断層
による変位・変形がないことが明確に確認できるデータ（主たる根拠）

黄色網掛け

：鉱物脈法による評価において，S-5の中で最新面と鉱物脈との切り合い関係
が最も明確であると評価したデータ

黄色網掛け

H-5.4-4E孔

R-8.1-1-2孔

R-8.1-1-3孔



5.7.1 鉱物脈法による活動性評価（S-5）
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5.7.1 鉱物脈法による活動性評価（S-5） －評価地点－
第1049回審査会合 資料1

P.314 一部修正

5-158

２号機 １号機

位置図

■鉱物脈法による評価地点

R-8.1-1-3孔
（深度22.24m,EL-11.12m）

○ S-5の浅部（R-8.1-1-2孔）において，最新ゾーンに少なく
とも後期更新世以降に生成したものではないと評価した
変質鉱物であるI/S混合層が認められたことから，断層活
動（最新面）と変質鉱物との関係による評価を行った。

○ また，その他の調査地点（R-8.1-1-3孔，H-5.4-4E孔）に
ついても評価を行った。

■S-5の分布及び性状

○ S-5はEL-20m付近を境に，浅部に粘土状破砕部，深部に
主として固結した破砕部が分布する特徴が認められた
（次頁，次々頁）。なお，S-5は，EL-30m付近で認められな
くなり，S-4と深部で会合しない。

斜めボーリング孔

S-○ （陸域 EL-4.7m）

評価対象断層

R-8.1-1-2孔
（深度23.46m,EL-12.38m）

H-5.4-4E孔
（深度133.87m,EL-23.59m）

鉱物脈法に関する調査箇所

（断層の後期更新世以降の活動を否定する
にあたり，鉱物脈の年代及び断層による変
位・変形がないことが明確に確認できるデー
タを着色）

：断層の後期更新世以降の活動を否定するにあたり，鉱物脈の年
代及び断層による変位・変形がないことが明確に確認できる
データ（主たる根拠）

黄色網掛け

：鉱物脈法による評価において，S-5の中で最新面と鉱物脈との切
り合い関係が最も明確であると評価したデータ

黄色網掛け

評価地点
記載頁

孔名 薄片名 確認範囲

R-8.1-1-2孔
（深度23.46m,EL-12.38m）

薄片① 範囲A
P.5-161～5-171

補足資料5.7-1（1）-1

R-8.1-1-3孔
（深度22.24m,EL-11.12m）

薄片① 範囲A 参考資料5.7-1（1）-1

H-5.4-4E孔
（深度133.87m,EL-23.59m）

薄片①
主せん断面

付近
参考資料5.7-1（1）-2



孔名 深度（標高） 破砕部の分類

SC-2孔※1 32.68m(EL-6.29m) 粘土状破砕部を介在

R-8.1-1-3孔 22.24m(EL-11.12m) 粘土状破砕部を介在

R-8.1-1-2孔※2 23.46m(EL-12.38m) 角礫状破砕部を介在

R-8孔※1 25.50m(EL-12.39m) 粘土状破砕部を介在

R-8.1-1-7孔 32.20m(EL-21.17m) 固結した破砕部のみ

H-5.4-4E孔 133.87m(EL-23.59m) 粘土状破砕部を介在

H-7.9-1孔 35.47m(EL-24.32m) 固結した破砕部のみ

R-8.1-1-8孔 36.04m(EL-25.04m) 固結した破砕部のみ

R-8.1-1-9孔 38.1m(EL-27.1m)付近
想定位置に破砕部が

認められない
H-7.9-1-1孔 39.4m(EL-28.4m)付近

R-8.1孔 49.0m(EL-38.0m)付近

【S-5の水平方向，深度方向の分布及び性状（１/２）】

基図凡例

破砕部の分布図

R-8孔※

ボーリングで確認した破砕部の分類

投影断面

投影断面

青字は想定位置に破砕部が認められないボーリング

R-8.1孔（斜87°）
R-8.1-1-2孔（斜84°）※2
R-8.1-1-3孔（斜83°）
R-8.1-1-7孔（斜86°）
R-8.1-1-8孔（斜87°）
R-8.1-1-9孔（斜86°）

この図は，ボーリングによる鉛直方向の

データを踏まえて，断層の推定分布を

深度10m毎に図示したものである。

←N S→

H-8孔※1

※1：建設時の調査
（建設時のボーリングは，経年によりコアが劣化して
おり，薄片を作成できない。）

※2：鉱物脈法による評価のために実施したボーリング

※1：建設時の調査

H-5.4-4E孔
（斜15°）

基礎掘削面※1

試験坑d※1

S-5浅部

S-5深部

S-5浅部

S-5深部

SC-2孔※

H-7.9-1孔（斜86°）
H-7.9-1-1孔（斜87°）

ボーリング柱状図，コア写真，BHTVは，データ集１，２，３R-8.1-1-2孔のS-5想定深度付近のコア写真は，補足資料5.3-3（3）

第1049回審査会合 資料1
P.315 一部修正

5-159
・S-5は，EL-20m付近を境に，浅部に粘土状破砕部，深部に
主として固結した破砕部が分布する。なお，S-5は，EL-30m
付近で認められなくなり，S-4と深部で会合しない。



①-①’断面 ②-②’断面

標高(m)

←W E→

標高(m)

←W E→

0 20m

H-7.9-1孔

R-8.1-1-7孔

R-8.1-1-8孔

R-8.1孔

H-7.9-1-1孔

R-8孔※1

R-8.1-1-9孔

R-8.1-1-3孔

基礎掘削面※1

基礎掘削面※1
基礎掘削面※1

基礎掘削面※1

※1：建設時の調査
※2：鉱物脈法による評価のために実施したボーリング
※3：S-5深部に位置するH-5.4-4E孔の粘土状破砕部における薄片観察結果は参考資料5.7-1（1）-2

試験坑d ※1

２号
タービン建屋

サービス
建屋

２号
原子炉建屋

サービス
建屋

１号
タービン建屋

１号
原子炉建屋

【S-5の水平方向，深度方向の分布及び性状（２/２）】

H-5.4-4E孔※3

SC-2孔※1

・S-5は，EL-20m付近を境に，浅部に粘土状破砕部，深部に主
として固結した破砕部が分布する。なお，S-5は，EL-30m付近
で認められなくなり，S-4と深部で会合しない。

S-5浅部

S-5深部

S-5浅部

S-5深部

これらの図の断層線は，周辺の露頭やボーリング

での出現位置を基に描いている。

ボーリング柱状図，コア写真，BHTVは，データ集１，２，３

R-8.1-1-2孔※2

R-8.1-1-2孔のS-5想定深度付近のコア写真は，補足資料5.3-3（3）

第1049回審査会合 資料1
P.316 再掲
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（単ニコル）

0.1mm

下
盤

下

最新面 Ⅱ（最新ゾーン）Ⅰ

5.7.1 S-5 （1） R-8.1-1-2孔 －評価結果－

調査位置図

２号機 １号機薄片作成，EPMA分析箇所
R-8.1-1-2孔（深度23.46m）

薄片①範囲Aスケッチ

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面

詳細観察範囲A-1写真

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形（せん断面
や引きずりなど）は認められない（P.5-169，5-170）。

・不連続箇所には，I/S混合層生成以降の注入の痕跡や，薄片
作成時等の乱れの影響は認められない（P.5-169，5-170）。

S-○ （陸域 EL-4.7m）

評価対象断層

○以上のことを踏まえると，S-5の最新活動はI/S混合層の生成以前であり，S-5に後期更新世以降の活動は認められない。

【最新面の認定】
○S-5浅部に位置するR-8.1-1-2孔の深度23.50m付近から採取した試料を用いて，巨視的観察及び微視的観察を実施し，最新ゾーン中及び最新

ゾーンの下盤側の境界に最新面を認定した（P.5-162～5-165）。

【鉱物の同定】
○微視的観察により確認した粘土鉱物は，EPMA分析（定量）による化学組成の検討結果及びXRD分析（粘土分濃集）による結晶構造判定結果

から，I/S混合層であると判断した（P.5-166，5-167）。

【変質鉱物の分布と最新面との関係】
○EPMA分析（マッピング）や薄片観察により，粘土鉱物（I/S混合層）の分布範囲を確認した結果，粘土鉱物（I/S混合層）は最新ゾーン及びその

周辺に分布している（P.5-168，補足資料5.7-1(1)-1 P.5.7-1-6）。

○薄片①の範囲Aにおいて，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断して分布し，最新面が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合
層）に変位・変形は認められない（P.5-169～5-171）。

下

上
盤

最新面Ⅰ Ⅱ（最新ゾーン）

上

Ⅲ

上

上
盤

下
盤

XRD分析
R-8.1-1-3孔（深度22.24m）

第1049回審査会合 資料1
P.319 一部修正

紫字：第1073回審査会合以降の変更箇所
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主せん断面

5.7.1 S-5 （1） R-8.1-1-2孔 －最新面の認定（巨視的観察）－

ボーリングコア写真（R-8.1-1-2孔）

（深度）

CT画像（R-8.1-1-2孔）

ブロック写真

○R-8.1-1-2孔の深度23.50m付近で認められるS-5において，巨視的観察（ボーリングコア観察，CT画像観察）を実施し，最も直
線性・連続性がよい断層面を主せん断面として抽出した。

○主せん断面における条線観察の結果，29°Rの条線方向が確認されたことから，29°Rで薄片を作成した（ブロック写真）。

固結した破砕部

1cm

調査位置図

２号機 １号機

上 下

上 下

23.2 23.3 23.4 23.5
（m）

23.6 23.7

主せん断面走向傾斜：N5°E/84°SE

右ブロック採取箇所

条線観察，薄片作成箇所
R-8.1-1-2孔（深度23.46m）

・条線観察結果については補足資料5.3-3（2）-4S-○ （陸域 EL-4.7m）

評価対象断層

角礫状破砕部

上
盤下

盤

上

下

主せん断面

薄片作成箇所※

※図示した箇所で薄片①を作成し，
そこから3mm程度削り込んだ位置
でEPMA用薄片を作成した

第1049回審査会合 資料1
P.320 再掲
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5.7.1 S-5 （1） R-8.1-1-2孔 －最新面の認定（微視的観察）－

※1：最新ゾーンと分帯Ⅲとの境界についての詳細は次々頁
※2：その他の面についての詳細は補足資料5.7-1(1)-1 P.5.7-1-4,5【解釈線なし】

分帯とコア観察における破砕部区分との対応
・分帯Ⅱ（最新ゾーン），
分帯Ⅲ，分帯Ⅳ ・・・角礫状破砕部

・分帯Ⅰ ・・・固結した破砕部

Ⅰ：単ニコルで褐灰～灰色，直交ニコルで灰色の干渉色を呈する火山礫凝灰岩からなる。径5mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に含まれる。岩片は亜角～亜円形，鉱物片は角～亜円形であ
る。基質中や割れ目，岩片の縁辺部に粘土鉱物が生成している。

Ⅱ （最新ゾーン） ：単ニコルで褐灰色，直交ニコルで黄～灰色の干渉色を呈する，粘土鉱物を含む細粒物からなる。径1mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に含まれる。岩片，鉱物片は亜角～
亜円形である。基質中や割れ目，岩片の縁辺部に粘土鉱物が生成している。

Ⅲ ：単ニコルで褐灰～灰色，直交ニコルで灰色の干渉色を呈する火山礫凝灰岩からなる。径5mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に含まれる。岩片は亜角～亜円形，鉱物片は角～亜円形であ
る。基質中や割れ目，岩片の縁辺部に粘土鉱物が生成している。

Ⅳ：単ニコルで褐灰色，直交ニコルで灰色の干渉色を呈する，粘土鉱物を含む細粒物からなる。径6mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に含まれる。岩片，鉱物片は亜角～亜円形である。基質
中や岩片の縁辺部に粘土鉱物が生成している。

○薄片①で実施した微視的観察（薄片観察）の結果，色調や礫径などから，上盤側よりⅠ～Ⅳに分帯した。

○そのうち，最も細粒化している分帯Ⅱを最新ゾーンとして抽出した。

○最新ゾーンと分帯Ⅰとの境界に，面1（緑矢印）が認められる。面1は最新ゾーンの中では比較的直線性・連続性がよい面である。

○最新ゾーンと分帯Ⅲとの境界は，不明瞭で漸移的であり，せん断面は認められない※1。

○最新ゾーン中に認められるY面は面1のみであることから，面1を最新面と認定し，変質鉱物との関係を確認する。

○なお，最新ゾーンから離れたその他の面として分帯Ⅲと分帯Ⅳとの境界面が認められるが，この面の周辺は最新ゾーンに比べて細粒化が進んでおらず，面は湾曲し直線性に乏し
いことから，最新面ではないと判断した※2。

10mm

薄片①写真（R-8.1-1-2_29R）

Ⅱ（最新ゾーン）（単ニコル） （直交ニコル）

上

上
盤

下

Ⅰ

面1（最新面）

ⅣⅢ

下
盤

下

Ⅱ（最新ゾーン）

上

Ⅰ

面1（最新面）

ⅣⅢ
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【解釈線あり】

S-5_R-8.1-1-2孔

薄片①写真（R-8.1-1-2_29R） ：延長位置

その他の面Ⅱ（最新ゾーン）（単ニコル） （直交ニコル）

上

上
盤

下

Ⅰ

面1（最新面）

ⅣⅢ

下
盤

下

上

Ⅰ

10mm

その他の面

ⅣⅢ

Ⅱ（最新ゾーン）
面1（最新面）

第1049回審査会合 資料1
P.322 一部修正
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・最新ゾーンと分帯Ⅰとの境界に，面1（緑矢印）が認められる。面1は最新ゾーンの中では比較的直線性・連続性がよい面である。

・最新ゾーンと分帯Ⅲとの境界は，不明瞭で漸移的であり，せん断面は認められない。

・なお，最新ゾーンから離れたその他の面として分帯Ⅲと分帯Ⅳとの境界面が認められるが，この面の周辺は最新ゾーンに比べて細粒化が進んでおらず，面は湾曲し直
線性に乏しいことから，最新面ではないと判断した。



（直交ニコル）

下
盤

下

Ⅱ（最新ゾーン）

上

Ⅰ Ⅴ

面1（最新面）

ⅣⅢ

上
盤

10mm

薄片①写真（R-8.1-1-2_29R）

○薄片①で実施した微視的観察（薄片観察）の結果，最新ゾーンと分帯Ⅲとの境界は不明瞭で漸移的であり，せん断面は認められ
ない。

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

Ⅱ（最新ゾーン）Ⅰ Ⅲ

（直交ニコル）

（単ニコル）

1mm

最新面

不明瞭で漸移的であり，
せん断面は認められない

5.7.1 S-5 （1） R-8.1-1-2孔 －最新ゾーンと分帯Ⅲとの境界－

Ⅱ（最新ゾーン）Ⅰ Ⅲ最新面

第1049回審査会合 資料1
P.323 再掲
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5.7.1 S-5 （1） R-8.1-1-2孔 －鉱物の同定（XRD分析）－

○最新ゾーン付近でXRD分析を実施した結果，主な粘土鉱物としてスメクタイトが認められる。

○スメクタイトについて詳細な結晶構造判定を行うために，同一断層の別孔（R-8.1-1-3孔）の破砕部においてXRD分析（粘土分濃
集）を実施した結果，I/S混合層と判定した。

I/S混合層の構造判定図（渡辺（1981）に一部加筆）

Δ2θ1

Δ
2
θ

2

Δ2θ1

Δ
2
θ

2

グラフ中の数字が
イライト混合率を表している

イライト

スメクタイト

標準的なスメクタイト
Nakata et al.(2019)

敷地の粘土鉱物

4 5

6
7

I/S混合層の構造判定図（渡辺（1986）に一部加筆）

S-5
（R-8.1-1-3孔）

XRD分析試料採取位置（R-8.1-1-2孔）

回折チャート（不定方位）_R-8.1-1-2孔

Pl ：斜長石
Sm：スメクタイト
Hem：赤鉄鉱

・S-5試料の詳細検討結果は
補足資料5.3-2（2）P.5.3-2-37

・回折チャート（定方位，EG処理）については，
補足資料5.3-3(1) P.5.3-3-27

（深度）

上 下

23.2 23.3 23.4 23.5
（m）

23.6 23.7

主せん断面

採取位置

第1049回審査会合 資料1
P.326 再掲
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２八面体型雲母粘土鉱物及び関連鉱物の化学組成
（Srodon et al. (1984)に一部加筆）

5.7.1 S-5 （1） R-8.1-1-2孔 －鉱物の同定（EPMA分析（定量））－

○EPMA用薄片で実施したEPMA分析（定量）による化学組成の検討結果から，最新ゾーンやその周辺に分布する粘土鉱物はI/S
混合層であると判断した。

EPMA分析（マッピング）※2範囲写真

上
盤

下

上

最新面 Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅲ

（直交ニコル）

下
盤

下

上（単ニコル）

Ⅰ

1mm

調査位置図

２号機 １号機薄片作成，EPMA分析箇所
R-8.1-1-2孔（深度23.46m）

4

3

2

1

5

分析値（S-5_R-8.1-1-2孔）
分析番号位置は右図

その他の分析値（敷地の粘土鉱物）

・詳細は補足資料5.3-2（3）P.5.3-2-77

S-○ （陸域 EL-4.7m）

評価対象断層

最新面 Ⅱ（最新ゾーン）

ⅢⅠ

4

3

2

1

5

※1：薄片①を作成した箇所から3mm程度削
り込んだ位置でEPMA用薄片を作成した

Ⅱ（最新ゾーン）（単ニコル） （直交ニコル）
上

上
盤

下

Ⅰ

最新面

ⅣⅢ

下
盤

下10mm
EPMA用薄片※1写真

Ⅱ（最新ゾーン）

上

Ⅰ

最新面

ⅣⅢ

第1049回審査会合 資料1
P.327 一部修正

5-167※2：EPMA分析（マッピング）の詳細は補足資料5.7-1(1)-1 P.5.7-1-6

EPMA分析
（マッピング）範囲



（直交ニコル）

下
盤

下

Ⅱ（最新ゾーン）

上

Ⅰ Ⅴ

最新面

ⅣⅢ

上
盤

10mm

右拡大範囲

5.7.1 S-5 （1） R-8.1-1-2孔 －変質鉱物の分布（薄片観察） －

○薄片①で実施した薄片観察や，EPMA用薄片で実施したEPMA分析（マッピング）における化学組成の観点での観察により，粘土
鉱物（I/S混合層）の分布範囲を確認した結果，粘土鉱物（I/S混合層）が最新ゾーンやその周辺に分布している。

○この粘土鉱物（I/S混合層）と最新面との関係を確認する。

薄片①写真（R-8.1-1-2_29R）（拡大）

（単ニコル）

（直交ニコル）

上
盤

1mm
下

上

下
盤

上
盤

下
盤

最新面
ⅢⅡ（最新ゾーン）Ⅰ

薄片①写真（R-8.1-1-2_29R）

次頁範囲Ａ

最新面
ⅢⅡ（最新ゾーン）Ⅰ

第1049回審査会合 資料1
P.329 再掲
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5.7.1 S-5 （1） R-8.1-1-2孔 －最新面とI/S混合層との関係（範囲Ａ）－

（単ニコル）

（直交ニコル）

範囲Ａ写真
0.1mm

上
盤

下

範囲Aスケッチ

下

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面

凡例

下
盤

上
盤

下
盤

（直交ニコル）
上

薄片①写真（R-8.1-1-2_29R）
（拡大）

下

最新面Ⅰ Ⅱ（最新ゾーン）

上
盤

下
盤

上

○範囲Ａにおいて詳細に観察した結果，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断して分布し，最新面が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・
変形は認められない。

○なお，不連続箇所においてI/S混合層生成以降の注入現象の有無を確認した結果，弓状構造や粒子の配列などの注入の痕跡は認められない。

○さらに，薄片作成時等に生じた空隙は，明確に認定できる最新面が不連続になる箇所の粘土鉱物（I/S混合層）の構造に影響を与えていないことから，不連続箇所は
薄片作成時等の乱れの影響を受けていないと判断した。

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形
（せん断面や引きずりなど）は認められない。

Ⅲ

最新面Ⅰ Ⅱ（最新ゾーン） Ⅲ

最新面Ⅰ Ⅱ（最新ゾーン）

上

Ⅲ

1mm

上
盤

下
盤範囲Ａ

最新面 ⅢⅡ（最新ゾーン）Ⅰ
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下

上
盤

下
盤

最新面Ⅰ Ⅱ（最新ゾーン） Ⅲ

0.1mm

上

（単ニコル） （直交ニコル）

詳細観察範囲A-1写真

詳細観察範囲A-1

0.1mm

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

下

上

最新面
Ⅱ（最新ゾーン）Ⅰ

範囲Aスケッチ

【詳細観察（範囲A-1）】

凡例

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面

S-5_R-8.1-1-2孔

下

上

最新面
Ⅱ（最新ゾーン）Ⅰ

：延長位置
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注入現象の事例
（関西電力株式会社，2016）

・範囲Ａ-1において詳細に観察した結果，粘土鉱
物（I/S混合層）が最新面を横断して分布し，最新
面が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱
物（I/S混合層）に変位・変形は認められない。

・なお，不連続箇所においてI/S混合層生成以降
の注入現象の有無を確認した結果，弓状構造や
粒子の配列などの注入の痕跡は認められない。

・さらに，薄片作成時等に生じた空隙は，明確に
認定できる最新面が不連続になる箇所の粘土鉱
物（I/S混合層）の構造に影響を与えていないこと
から，不連続箇所は薄片作成時等の乱れの影
響を受けていないと判断した。

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形（せん断面や
引きずりなど）は認められない。

・不連続箇所には， I/S混合層生成以降の注入の痕跡や，薄片
作成時等の乱れの影響は認められない。

・ステージ回転写真は補足資料5.7-1(1)-1 P.5.7-1-7



下

上
盤

下
盤

最新面Ⅰ Ⅱ（最新ゾーン） Ⅲ

0.1mm

上

（単ニコル） （直交ニコル）

詳細観察範囲A-2写真

詳細観察範囲A-2

0.1mm

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

下

上 範囲Aスケッチ

【詳細観察（範囲A-2）】

凡例

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面

S-5_R-8.1-1-2孔

下

上

最新面
Ⅱ（最新ゾーン）Ⅰ

：延長位置

最新面
Ⅱ（最新ゾーン）Ⅰ
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注入現象の事例
（関西電力株式会社，2016）

・範囲Ａ-2において詳細に観察した結果，粘土鉱
物（I/S混合層）が最新面を横断して分布し，最新
面が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱
物（I/S混合層）に変位・変形は認められない。

・なお，不連続箇所においてI/S混合層生成以降
の注入現象の有無を確認した結果，弓状構造や
粒子の配列などの注入の痕跡は認められない。

・さらに，薄片作成時等に生じた空隙は，明確に
認定できる最新面が不連続になる箇所の粘土鉱
物（I/S混合層）の構造に影響を与えていないこと
から，不連続箇所は薄片作成時等の乱れの影
響を受けていないと判断した。

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形（せん断面や
引きずりなど）は認められない。

・不連続箇所には， I/S混合層生成以降の注入の痕跡や，薄片
作成時等の乱れの影響は認められない。

・ステージ回転写真は補足資料5.7-1(1)-1 P.5.7-1-8
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5.8 S-7の活動性評価地点
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第1049回審査会合 資料1
P.53 一部修正

防潮堤基礎部

２号機 １号機

○２地点（H-5.7’孔，H-5.4-1E）において，評価を行った。

評価手法 評価地点 掲載箇所

上載地層法 ― ―

鉱物脈法

H-5.7’孔
5.8.1(1)

補足資料5.8-1(1)-1

H-5.4-1E孔
5.8.1(2)

補足資料5.8-1(1)-2

調査位置図

■鉱物脈法

○約12～13万年前以前の地形面，地層が確認できないことから，
上載地層法による評価を実施できない。

■上載地層法

評価対象断層
（陸域：EL-4.7m，海岸部：EL0m）

K-18については，地表付近まで連続しないため，
EL0mでの延長位置を で図示

鉱物脈法に関する調査箇所

（断層の後期更新世以降の活動を否定
するにあたり，鉱物脈の年代及び断層
による変位・変形がないことが明確に確
認できる地点を着色）

：断層の後期更新世以降の活動を否定するにあたり，鉱物脈の年代及び断層
による変位・変形がないことが明確に確認できるデータ（主たる根拠）

黄色網掛け

：鉱物脈法による評価において，S-7の中で最新面と鉱物脈との切り合い関係
が最も明確であると評価したデータ

黄色網掛け

H-5.7’孔

H-5.4-1E孔



5.8.1 鉱物脈法による活動性評価（S-7）
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5.8.1 鉱物脈法による活動性評価（S-7） －評価地点－
第1049回審査会合 資料1

P.349 一部修正
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位置図

H-5.7’孔（深度14.35m,EL-3.26m）

○ 2地点（H-5.7’孔，H-5.4-1E孔）において，S-7の最新ゾー
ンに少なくとも後期更新世以降に生成したものではないと
評価した変質鉱物であるI/S混合層が認められたことから，
断層活動（最新面）と変質鉱物との関係による評価を行っ
た。

■鉱物脈法による評価地点

H-5.7’孔※

（掘進長20m，鉛直）

S-7想定深度：14m付近

H-5.7’孔断面図
（断層直交方向，H:V=1:1）

H-5.4-1E孔，H-5.7’孔のS-7想定深度付近のコア写真は，補足資料5.3-3（3）

評価地点

S-7想定位置

凡例

←SW NE→

この図の断層線は，周辺の露頭やボーリング

での出現位置を基に描いている。

※鉱物脈法による評価のために
実施したボーリング

H-5.4-1E孔
（深度24.16m,EL4.80m）

鉛直ボーリング孔

斜めボーリング孔

H-5.4-1E孔※

（掘進長170m，15°）

←SW NE→

S-7想定深度：24m付近

H-5.4-1E孔断面図
（掘進方向，H:V=1:1）

S-○ （陸域 EL-4.7m）

評価対象断層

鉱物脈法に関する調査箇所

（断層の後期更新世以降の活動を否定する
にあたり，鉱物脈の年代及び断層による変
位・変形がないことが明確に確認できるデー
タを着色）

：断層の後期更新世以降の活動を否定するにあたり，鉱物脈の年代及び断層
による変位・変形がないことが明確に確認できるデータ（主たる根拠）

黄色網掛け

：鉱物脈法による評価において，S-7の中で最新面と鉱物脈との
切り合い関係が最も明確であると評価したデータ

黄色網掛け

評価地点
記載頁

孔名 薄片名 確認範囲

H-5.7’孔
（深度14.35m,EL-3.26m）

薄片①
範囲A

P.5-176～5-191
補足資料5.8-1（1）-1

範囲B

薄片②
範囲A

範囲B

H-5.4-1E孔
（深度24.16m,EL4.80m）

薄片① 範囲A
P.5-192～5-194

補足資料5.8-1（1）-2



下
盤

上
盤

下

上 最新面1
Ⅰ Ⅱ（最新ゾーン）

0.1mm

上

下

下
盤

上
盤

Ⅰ Ⅱ（最新ゾーン）

最新面1

1mm

（単ニコル）

5.8.1 S-7 （1） H-5.7’孔 －評価結果－

凡例

調査位置図

２号機 １号機

薄片①範囲Aスケッチ

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面1

XRD分析箇所
H-5.5-2孔（深度19.33m）

薄片作成，EPMA分析箇所
H-5.7’孔（深度14.35m）

XRD分析箇所
H-5.64-2孔（深度9.53m）

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形（せん断面や引きず
りなど）は認められない（P.5-184，5-185）。

・不連続箇所には， I/S混合層生成以降の注入の痕跡や，薄片作成時
等の乱れの影響は認められない（P.5-184，5-185）。

S-○ （陸域 EL-4.7m）

評価対象断層

○以上のことを踏まえると，S-7の最新活動はI/S混合層の生成以前であり，S-7に後期更新世以降の活動は認められない。

【最新面の認定】
○H-5.7’孔の深度14.35m付近で認められるS-7において，巨視的観察及び微視的観察を実施し，最新ゾーンの上盤側及び下盤側の境界にそれ

ぞれ最新面1，最新面2を認定した（P.5-177～5-180，5-186，5-187）。

【鉱物の同定】
○微視的観察により確認した粘土鉱物は，EPMA分析（定量）による化学組成の検討結果及びXRD分析（粘土分濃集）による結晶構造判定結果

から，I/S混合層であると判断した（P.5-181，5-182）。

【変質鉱物の分布と最新面との関係】
○EPMA分析（マッピング）や薄片観察により，粘土鉱物（I/S混合層）の分布範囲を確認した結果，粘土鉱物（I/S混合層）は最新ゾーン及びその

周辺に分布している（P.5-183，5-188，補足資料5.8-1(1)-1-1 P.5.8-1-5）。

○薄片①の範囲A及び薄片②の範囲A，Bにおいて，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面1，2を横断して分布し，最新面1，2が不連続になっており，不
連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形は認められない※（P.5-184，5-185，5-189～5-191，補足資料5.8-1(1)-1-2 P.5.8-1-10,11）。

第1049回審査会合 資料1
P.362 一部修正

※薄片①の範囲Bについては，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面2付近に分布し，
最新面2が不連続になるものの，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面2を明瞭に
横断しておらず，最新面2と粘土鉱物（I/S混合層）との切り合い関係が不明
確である（補足資料5.8-1(1)-1-1 P.5.8-1-7）。

紫字：第1073回審査会合以降の変更箇所

詳細観察範囲写真

5-176



5.8.1 S-7 （1） H-5.7’孔 －最新面の認定（巨視的観察）－

ボーリングコア写真（H-5.7’孔）

主せん断面

上 下

14.30 14.40
（m）

14.25 14.45（深度）

走向傾斜：N54°W/66°SW

研磨片写真

薄片作成箇所※

上
下

○H-5.7’孔の深度14.35m付近で認められるS-7において，巨視的観察（ボーリングコア観察，CT画像観察）を実施し，細粒化が進
んでおり，最も直線性・連続性がよい断層面を主せん断面として抽出した。

○隣接孔（H-5.7孔）の主せん断面における条線観察の結果，20°R，45°R，160°Rの3つの条線方向が確認されたことから，H-
5.7’孔において，最も明瞭な20°Rの条線方向で薄片を作成した（研磨片写真）。

上盤

下盤

調査位置図

２号機 １号機

粘土状破砕部

固結した破砕部

1cm

条線観察箇所
H-5.7孔（深度13.20m）

薄片作成箇所
H-5.7’孔（深度14.35m）

・条線観察結果については補足資料5.3-3(2)-5

主せん断面

※図示した箇所で薄片①を作成し，そこから1～3mm程度
削り込んだ位置で薄片②及びEPMA用薄片を作成した

S-○ （陸域 EL-4.7m）

評価対象断層

第1049回審査会合 資料1
P.363 再掲
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5.8.1 S-7 （1） H-5.7’孔① －最新面の認定（微視的観察）－

薄片①写真（H-5.7’_20R）

（単ニコル） （直交ニコル）

上

上
盤

Ⅰ

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅲ

下10mm

下
盤

下

上

Ⅰ Ⅲ面1（最新面1）

Ⅱ（最新ゾーン）

面1（最新面1）面2（最新面2） 面2（最新面2）

○薄片①で実施した微視的観察（薄片観察）の結果，色調や礫径などから，上盤側よりⅠ～Ⅲに分帯した。

○そのうち，最も細粒化している分帯Ⅱを最新ゾーンとして抽出した。

○最新ゾーンと分帯Ⅰとの境界に，面1（緑矢印）が認められる。面1は一部で不連続だが，最新ゾーンの中では比較的直線性・連続性がよい面である。

○最新ゾーンと分帯Ⅲとの境界に，面2（紫矢印）が認められる。面2は微細な凹凸を伴い直線性に乏しいが，最新ゾーンの中では比較的連続性がよい面である。

○最新ゾーン中に認められるY面は面1，面2のみであり，面1が最も直線的に観察されるが，面1と面2は同程度の連続性を有することから，面1を最新面1，面2を最新面
2とし，それぞれについて変質鉱物との関係を確認する。

Ⅰ：単ニコルで暗褐灰～暗灰色，直交ニコルで灰色の干渉色を呈する凝灰岩からなる。径3mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に含まれる。岩片，鉱物片は亜角～亜円形である。

Ⅱ（最新ゾーン）：単ニコルで褐灰～灰色，直交ニコルで灰色の干渉色を呈する，粘土鉱物を含む細粒物からなる。径2mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に含まれる。岩片は角～亜円形，鉱物
片は亜角～亜円形である。基質中や岩片の縁辺部に粘土鉱物が生成している。

Ⅲ：単ニコルで暗褐灰～暗灰色，直交ニコルで灰色の干渉色を呈する凝灰岩からなる。径2mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に含まれる。岩片，鉱物片は亜角～亜円形である。面2やその他
の割れ目に粘土鉱物が生成している。

【解釈線なし】

分帯とコア観察における破砕部区分との対応
・分帯Ⅱ（最新ゾーン）・・・粘土状破砕部
・分帯Ⅰ，分帯Ⅲ ・・・固結した破砕部

第1049回審査会合 資料1
P.364 一部修正
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上
盤

下
盤

薄片①写真（H-5.7’_20R）

（単ニコル） （直交ニコル）
上

Ⅰ

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅲ

下
10mm

下

上

Ⅰ Ⅲ面1（最新面1）

Ⅱ（最新ゾーン）

面1（最新面1）面2（最新面2）

【解釈線あり】

不連続となる

面2（最新面2）

S-7_H-5.7’孔①

第1049回審査会合 資料1
P.365 一部修正
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・最新ゾーンと分帯Ⅰとの境界に，面1（緑矢印）が認められる。面1は一部で不連続だが，最新ゾーンの中では比較的直線性・連続性がよい面である。

・最新ゾーンと分帯Ⅲとの境界に，面2（紫矢印）が認められる。面2は微細な凹凸を伴い直線性に乏しいが，最新ゾーンの中では比較的連続性がよい面である。



薄片①写真（H-5.7’_20R）

（単ニコル）

10mm

上
盤

下
盤

下

上

Ⅰ

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅲ
最新面1 最新面2

・最新面2はその上盤側に分布す
る割れ目と比べて直線性がよく，
最新面2に沿って粘土鉱物が認
められる。

・また，この割れ目は上下盤境界
の凹凸形状が概ね一致すること
から，断層活動によって生じたせ
ん断面ではなく，薄片作成時等
に生じたものであると判断した。

・以上を踏まえ，最新面2を最新面
として認定した。

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

（直交ニコル）

（単ニコル）
Ⅱ（最新ゾーン） 最新面2

Ⅱ（最新ゾーン） 最新面2

下

上
Ⅱ（最新ゾーン） 最新面2

Ⅱ（最新ゾーン） 最新面2

下

上

拡大写真
（左：加筆なし，右：加筆あり）

・割れ目の上下盤
境界の凹凸形状
が概ね一致する。

【最新面2の詳細観察】
S-7_H-5.7’孔①

割れ目

割れ目

補足資料5.8-1(1)-1-1
P.5.8-1-7 範囲Ｂ

1mm 1mm ・最新面2に沿って
粘土鉱物が認め
られる。

下
盤

上
盤

Ⅲ Ⅲ

Ⅲ Ⅲ Ⅱ（最新ゾーン） Ⅲ

最新面2

Ⅱ（最新ゾーン） Ⅲ

最新面2

下
盤

上
盤

下

上

第1049回審査会合 資料1
P.366 再掲
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Δ2θ1

Δ
2
θ

2

Δ2θ1

Δ
2
θ

2

グラフ中の数字が
イライト混合率を表している

イライト

スメクタイト

標準的なスメクタイト
Nakata et al.(2019)

敷地の粘土鉱物

4 5

6
7

S-7（H-5.5-2孔，
H-5.64-2孔）

○最新ゾーン付近でXRD分析を実施した結果，主な粘土鉱物としてスメクタイトが認められる。

○スメクタイトについて詳細な結晶構造判定を行うために，同一断層の別孔（H-5.5-2孔，H-5.64-2孔）の破砕部においてXRD分析
（粘土分濃集）を実施した結果，I/S混合層と判定した。

I/S混合層の構造判定図（渡辺（1981）に一部加筆）

I/S混合層の構造判定図（渡辺（1986）に一部加筆）

5.8.1 S-7 （1） H-5.7’孔① －鉱物の同定（XRD分析） －

XRD分析試料採取位置（H-5.7’孔_14.35m付近）

薄片作成箇所

回折チャート（不定方位）_H-5.7’孔

1cm

採取位置

主せん断面

Pl ：斜長石
Sm：スメクタイト
Hem：赤鉄鉱

・回折チャート（定方位，EG処理）については，
補足資料5.3-3(1) P.5.3-3-33

・S-7試料の詳細検討結果は
補足資料5.3-2（2）P.5.3-2-38,39

第1049回審査会合 資料1
P.367 再掲
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調査位置図

２号機 １号機

薄片作成，EPMA分析箇所
H-5.7’孔（深度14.35m）

上
盤

（直交ニコル）

EPMA用薄片※1写真

（直交ニコル）

EPMA分析（マッピング）※2範囲写真0.5mm

Ⅱ（最新ゾーン）

下
盤

最新面1（単ニコル）

Ⅰ

下

Ⅰ Ⅲ

上

Ⅱ（最新ゾーン）
最新面1 最新面2

※1：薄片①を作成した箇所から1mm程
度削り込んだ位置で作成した

（単ニコル）

下

Ⅰ Ⅲ

上

Ⅱ（最新ゾーン）
最新面1 最新面2

10mm

下
盤

上
盤

Ⅱ（最新ゾーン）
最新面1

Ⅰ

下

上

下

上

EPMA分析
（マッピング）

範囲

分析値（S-7_H-5.7’孔）
分析番号位置は右図

その他の分析値（敷地の粘土鉱物）

・詳細は補足資料5.3-2（3）P.5.3-2-78

２八面体型雲母粘土鉱物及び関連鉱物の化学組成
（Srodon et al. (1984)に一部加筆）

5.8.1 S-7 （1） H-5.7’孔① －鉱物の同定（EPMA分析（定量）） －

○EPMA用薄片で実施したEPMA分析（定量）による化学組成の検討結果から，最新ゾーンやその周辺に分布する粘土鉱物はI/S
混合層であると判断した。

6
8

107

4
9

113

6
8

10
7

4
9

11
3

S-○ （陸域 EL-4.7m）

評価対象断層

第1049回審査会合 資料1
P.368 一部修正
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5.8.1 S-7 （1） H-5.7’孔① －変質鉱物の分布（薄片観察） －

○薄片①で実施した薄片観察や，EPMA用薄片で実施したEPMA分析（マッピング）における化学組成の観点での観察により，粘土
鉱物（I/S混合層）の分布範囲を確認した結果，粘土鉱物（I/S混合層）は最新ゾーンやその周辺に分布している。

○この粘土鉱物（I/S混合層）と最新面との関係を確認する。

薄片①写真（H-5.7’_20R）

（単ニコル） （直交ニコル）
上

上
盤

Ⅰ

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅲ

下
10mm

下
盤

下

上

Ⅰ Ⅲ最新面1

Ⅱ（最新ゾーン）

最新面1最新面2 最新面2

次頁範囲Ａ

補足資料5.8-1(1)-1-1
P.5.8-1-7 範囲Ｂ

第1049回審査会合 資料1
P.370 再掲
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5.8.1 S-7 （1） H-5.7’孔① －最新面とI/S混合層との関係（範囲Ａ） －

（直交ニコル）

（単ニコル）

凡例

上

薄片①写真
（H-5.7’_20R）

範囲Ａ写真

最新面1

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

上

下

下
盤

上
盤

1mm

（単ニコル）

範囲Ａ

10mm

上
盤

下
盤

下

上
Ⅰ

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅲ

範囲Aスケッチ

Ⅰ Ⅱ（最新ゾーン）

下

最新面1
Ⅰ Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅰ Ⅱ（最新ゾーン）
最新面1

最新面1

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面1

○薄片①の範囲Ａにおいて詳細に観察した結果，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面1を横断して分布し，最新面1が不連続になっており，不連続箇所
の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形は認められない。

○なお，不連続箇所においてI/S混合層生成以降の注入現象の有無を確認した結果，弓状構造や粒子の配列などの注入の痕跡は認められない。

○さらに，薄片作成時等に生じた空隙は，明確に認定できる最新面1が不連続になる箇所の粘土鉱物（I/S混合層）の構造に影響を与えていないこ
とから，不連続箇所は薄片作成時等の乱れの影響を受けていないと判断した。

最新面2

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形
（せん断面や引きずりなど）は認められない。

第1049回審査会合 資料1
P.371 一部修正
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上

下

最新面1

下
盤

上
盤

1mm

Ⅰ Ⅱ（最新ゾーン）

（単ニコル） （直交ニコル）

詳細観察範囲写真

詳細観察範囲

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

下

上 最新面1
Ⅰ Ⅱ（最新ゾーン）

0.1mm

下

上 最新面1
Ⅰ Ⅱ（最新ゾーン）

範囲Aスケッチ

【詳細観察（範囲A）】

凡例

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面1

S-7_H-5.7’孔①

第1049回審査会合 資料1
P.372 一部修正
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注入現象の事例
（関西電力株式会社，2016）

・薄片①の範囲Ａにおいて詳細に観察した結果，
粘土鉱物（I/S混合層）が最新面1を横断して分
布し，最新面1が不連続になっており，不連続箇
所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形は認め
られない。

・なお，不連続箇所においてI/S混合層生成以降
の注入現象の有無を確認した結果，弓状構造や
粒子の配列などの注入の痕跡は認められない。

・さらに，薄片作成時等に生じた空隙は，明確に
認定できる最新面1が不連続になる箇所の粘土
鉱物（I/S混合層）の構造に影響を与えていない
ことから，不連続箇所は薄片作成時等の乱れの
影響を受けていないと判断した。

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形（せん断面や
引きずりなど）は認められない。

・不連続箇所には， I/S混合層生成以降の注入の痕跡や，薄片
作成時等の乱れの影響は認められない。

・ステージ回転写真は補足資料5.8-1(1)-1-1 P.5.8-1-6



5.8.1 S-7 （1） H-5.7’孔② －最新面の認定（微視的観察）－

薄片②写真（H-5.7’_20R）

（単ニコル） （直交ニコル）

上

上
盤

Ⅰ

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅲ

下10mm

下
盤

下

面1（最新面1） 面2（最新面2）

【解釈線なし】

分帯とコア観察における破砕部区分との対応
・分帯Ⅱ（最新ゾーン）・・・粘土状破砕部
・分帯Ⅰ，分帯Ⅲ ・・・固結した破砕部

上

Ⅰ

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅲ面1（最新面1） 面2（最新面2）

Ⅰ：単ニコルで暗褐灰～暗灰色，直交ニコルで灰色の干渉色を呈する凝灰岩からなる。径8mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に含まれる。岩片，鉱物片は亜角～亜円形である。

Ⅱ（最新ゾーン）：単ニコルで褐灰～灰色，直交ニコルで灰色の干渉色を呈する，粘土鉱物を含む細粒物からなる。径2mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に含まれる。岩片は角～亜円形，鉱
物片は亜角～亜円形である。基質中や岩片の縁辺部に粘土鉱物が生成している。

Ⅲ：単ニコルで暗褐灰～暗灰色，直交ニコルで灰色の干渉色を呈する凝灰岩からなる。径4mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に含まれる。岩片，鉱物片は亜角～亜円形である。面2やその
他の割れ目に粘土鉱物が生成している。

○薄片②で実施した微視的観察（薄片観察）の結果，色調や礫径などから，上盤側よりⅠ～Ⅲに分帯した。

○そのうち，最も細粒化している分帯Ⅱを最新ゾーンとして抽出した。

○最新ゾーンと分帯Ⅰとの境界に，面1（緑矢印）が認められる。面1は一部で不明瞭だが，最新ゾーンの中では比較的直線性・連続性がよい面である。

○最新ゾーンと分帯Ⅲとの境界に，面2（紫矢印）が認められる。面2は微細な凹凸を伴い直線性に乏しいが，最新ゾーンの中では比較的直線性・連続性がよい面である。

○最新ゾーン中に認められるY面は面1，面2のみであり，面1，面2は同程度の直線性・連続性を有することから，面1を最新面1，面2を最新面2とし，それぞれについて変
質鉱物との関係を確認する。

第1049回審査会合 資料1
P.376 一部修正
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【解釈線あり】

S-7_H-5.7’孔②

（単ニコル） （直交ニコル）

上

上
盤

Ⅰ

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅲ

下10mm

下
盤

下

面1（最新面1） 面2（最新面2）

上

Ⅰ

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅲ面1（最新面1） 面2（最新面2）

薄片②写真（H-5.7’_20R）

第1049回審査会合 資料1
P.377 再掲
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S-7 H-5.7’孔② －変質鉱物の分布（薄片観察） －

○薄片②で実施した薄片観察や，EPMA用薄片で実施したEPMA分析（マッピング）における化学組成の観点での観察により，粘土
鉱物（I/S混合層）の分布範囲を確認した結果，粘土鉱物（I/S混合層）は最新ゾーンやその周辺に分布している。

○この粘土鉱物（I/S混合層）と最新面との関係を確認する。

（単ニコル） （直交ニコル）

上

上
盤

Ⅰ

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅲ

下10mm

下
盤

下

最新面1 最新面2

上

Ⅰ

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅲ最新面1 最新面2

薄片②写真（H-5.7’_20R）

次頁範囲Ｂ

補足資料5.8-1(1)-1-2
P.5.8-1-10 範囲Ａ

第1049回審査会合 資料1
P.378 再掲
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（単ニコル）

上

上
盤

Ⅰ

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅲ

下10mm

最新面1 最新面2

範囲Ｂ

下
盤

5.8.1 S-7 （1） H-5.7’孔② －最新面とI/S混合層との関係（範囲Ｂ） －

（直交ニコル）

（単ニコル） 上

薄片②写真
（H-5.7’_20R）

範囲Ｂ写真

最新面2

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

下

下
盤

上
盤

範囲Bスケッチ

ⅢⅡ（最新ゾーン）

下

○薄片②の範囲Ｂにおいて詳細に観察した結果，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面2を横断して分布し，最新面2が不連続になっており，不連続箇所
の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形は認められない。

○なお，不連続箇所においてI/S混合層生成以降の注入現象の有無を確認した結果，弓状構造や粒子の配列などの注入の痕跡は認められない。

○さらに，薄片作成時等に生じた空隙は，明確に認定できる最新面2が不連続になる箇所の粘土鉱物（I/S混合層）の構造に影響を与えていないこ
とから，不連続箇所は薄片作成時等の乱れの影響を受けていないと判断した（補足資料5.8-1（1）-1-2 P.5.8-1-15）。

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形
（せん断面や引きずりなど）は認められない。

0.1mm

ⅢⅡ（最新ゾーン）

上
最新面2

ⅢⅡ（最新ゾーン）

凡例

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面2

最新面2

第1049回審査会合 資料1
P.382 一部修正
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下

下
盤

上
盤

上
最新面2 ⅢⅡ（最新ゾーン）

（単ニコル） （直交ニコル）

詳細観察範囲Ｂ-1写真

詳細観察範囲Ｂ-1

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

下

上 最新面2
ⅢⅡ（最新ゾーン）

下

範囲Bスケッチ

【詳細観察（範囲Ｂ-1）】S-7_H-5.7’孔②

0.1mm

0.1mm

上 最新面2
ⅢⅡ（最新ゾーン）

凡例

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面2

第1049回審査会合 資料1
P.383 一部修正

注入現象の事例
（関西電力株式会社，2016）

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形（せん断面や
引きずりなど）は認められない。

・不連続箇所には， I/S混合層生成以降の注入の痕跡や，薄片
作成時等の乱れの影響は認められない。

・薄片②の範囲B-1において詳細に観察した結果，
粘土鉱物（I/S混合層）が最新面2を横断して分布し，
最新面2が不連続になっており，不連続箇所の粘
土鉱物（I/S混合層）に変位・変形は認められない。

・なお，不連続箇所においてI/S混合層生成以降の
注入現象の有無を確認した結果，弓状構造や粒子
の配列などの注入の痕跡は認められない。

・さらに，薄片作成時等に生じた空隙は，明確に認定
できる最新面2が不連続になる箇所の粘土鉱物
（I/S混合層）の構造に影響を与えていないことから，
不連続箇所は薄片作成時等の乱れの影響を受け
ていないと判断した。

5-190・ステージ回転写真は補足資料5.8-1(1)-1-2 P.5.8-1-13



（単ニコル） （直交ニコル）

詳細観察範囲Ｂ-2写真

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

下

上 最新面2
ⅢⅡ（最新ゾーン）

下

【詳細観察（範囲Ｂ-2）】S-7_H-5.7’孔②

0.1mm

上 最新面2
ⅢⅡ（最新ゾーン）

下

下
盤

上
盤

詳細観察範囲Ｂ-2

範囲Bスケッチ

0.1mm

：延長位置

凡例

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面2

上
最新面2 ⅢⅡ（最新ゾーン）

第1049回審査会合 資料1
P.385 一部修正

注入現象の事例
（関西電力株式会社，2016）

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形（せん断面や
引きずりなど）は認められない。

・不連続箇所には， I/S混合層生成以降の注入の痕跡や，薄片
作成時等の乱れの影響は認められない。

・薄片②の範囲B-2において詳細に観察した結果，
粘土鉱物（I/S混合層）が最新面2を横断して分布し，
最新面2が不連続になっており，不連続箇所の粘
土鉱物（I/S混合層）に変位・変形は認められない。

・なお，不連続箇所においてI/S混合層生成以降の
注入現象の有無を確認した結果，弓状構造や粒子
の配列などの注入の痕跡は認められない。

・さらに，薄片作成時等に生じた空隙は，明確に認定
できる最新面2が不連続になる箇所の粘土鉱物
（I/S混合層）の構造に影響を与えていないことから，
不連続箇所は薄片作成時等の乱れの影響を受け
ていないと判断した。

5-191・ステージ回転写真は補足資料5.8-1(1)-1-2 P.5.8-1-14



下
盤

上
盤

下

上最新面
Ⅰ Ⅱ（最新ゾーン）

0.1mm

（単ニコル）

5.8.1 S-7 （2） H-5.4-1E孔 －評価結果－

凡例

調査位置図

２号機 １号機

XRD分析箇所
H-5.5-2孔（深度19.33m）

薄片作成，EPMA分析箇所
H-5.4-1E孔（深度24.16m）

XRD分析箇所
H-5.64-2孔（深度9.53m）

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形（せん断面
や引きずりなど）は認められない（P.5-193，5-194）。

・不連続箇所には， I/S混合層生成以降の注入の痕跡や，薄
片作成時等の乱れの影響は認められない（P.5-193，5-194）。

上最新面

下
盤

上
盤

Ⅰ Ⅱ（最新ゾーン）

1mm 下

：延長位置

S-○ （陸域 EL-4.7m）

評価対象断層

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面

薄片①範囲Aスケッチ

○以上のことを踏まえると，S-7の最新活動はI/S混合層の生成以前であり，S-7に後期更新世以降の活動は認められない。

【最新面の認定】
○H-5.4-1E孔の深度24.15m付近で認められるS-7において，巨視的観察及び微視的観察を実施し，最新ゾーンの上盤側の境界に最新面を認定

した（補足資料5.8-1(1)-2 P.5.8-1-18～21）。

【鉱物の同定】
○微視的観察により確認した粘土鉱物は，EPMA分析（定量）による化学組成の検討結果及びXRD分析（粘土分濃集）による結晶構造判定結果

から，I/S混合層であると判断した（補足資料5.8-1(1)-2 P.5.8-1-22,23）。

【変質鉱物の分布と最新面との関係】
○EPMA分析（マッピング）や薄片観察により，粘土鉱物（I/S混合層）の分布範囲を確認した結果，粘土鉱物（I/S混合層）は最新ゾーン及びその

周辺に分布している（補足資料5.8-1(1)-2 P.5.8-1-24,25）。

○薄片①の範囲Aにおいて，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断して分布し，最新面が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合
層）に変位・変形は認められない（P.5-193，5-194）。

第1049回審査会合 資料1
P.350 一部修正

紫字：第1073回審査会合以降の変更箇所

詳細観察範囲写真
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上

下
10mm

Ⅰ ⅢⅡ（最新ゾーン）
最新面

5.8.1 S-7 （2） H-5.4-1E孔 －最新面とI/S混合層との関係（範囲Ａ） －

（直交ニコル）

（単ニコル） 上

薄片①写真
（H-5.4-1E_78R）

範囲Ａ写真

最新面

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

1mm

（単ニコル）

範囲Ａ

上
盤

下
盤

範囲Aスケッチ

Ⅰ Ⅱ（最新ゾーン）

下

○範囲Ａにおいて詳細に観察した結果，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断して分布し，最新面が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物
（I/S混合層）に変位・変形は認められない。

○なお，不連続箇所においてI/S混合層生成以降の注入現象の有無を確認した結果，弓状構造や粒子の配列などの注入の痕跡は認められない。

○さらに，薄片作成時等に生じた空隙は，明確に認定できる最新面が不連続になる箇所の粘土鉱物（I/S混合層）の構造に影響を与えていないこと
から，不連続箇所は薄片作成時等の乱れの影響を受けていないと判断した。

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形
（せん断面や引きずりなど）は認められない。

最新面
Ⅰ Ⅱ（最新ゾーン）

上最新面

下
盤

上
盤

Ⅰ Ⅱ（最新ゾーン）

下

凡例

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面

第1049回審査会合 資料1
P.359 一部修正
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上最新面

下
盤

上
盤

Ⅰ Ⅱ（最新ゾーン）

（単ニコル） （直交ニコル）

詳細観察範囲写真

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

下

上最新面
Ⅰ Ⅱ（最新ゾーン）

0.1mm

下

上

範囲Aスケッチ

【詳細観察（範囲A）】

詳細観察範囲

最新面
Ⅰ Ⅱ（最新ゾーン）

：延長位置

1mm

S-7_H-5.4-1E孔

凡例

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面

第1049回審査会合 資料1
P.360 一部修正

注入現象の事例
（関西電力株式会社，2016）

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形（せん断面や
引きずりなど）は認められない。

・不連続箇所には， I/S混合層生成以降の注入の痕跡や，薄片
作成時等の乱れの影響は認められない。

・範囲Ａにおいて詳細に観察した結果，粘土鉱物
（I/S混合層）が最新面を横断して分布し，最新面
が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物
（I/S混合層）に変位・変形は認められない。

・なお，不連続箇所においてI/S混合層生成以降
の注入現象の有無を確認した結果，弓状構造や
粒子の配列などの注入の痕跡は認められない。

・さらに，薄片作成時等に生じた空隙は，明確に
認定できる最新面が不連続になる箇所の粘土鉱
物（I/S混合層）の構造に影響を与えていないこと
から，不連続箇所は薄片作成時等の乱れの影
響を受けていないと判断した。

5-194・ステージ回転写真は補足資料5.8-1(1)-2 P.5.8-1-28



5.9 S-8の活動性評価
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5.9 S-8の活動性評価地点

5-196

第1049回審査会合 資料1
P.53 一部修正

防潮堤基礎部

２号機 １号機

○１地点（F-6.75孔）において，評価を行った。

評価手法 評価地点 掲載箇所

上載地層法 ― ―

鉱物脈法 F-6.75孔
5.9.1(1)

補足資料5.9-1(1)-1

調査位置図

■鉱物脈法

○約12～13万年前以前の地形面，地層が確認できないことから，
上載地層法による評価を実施できない。

■上載地層法

評価対象断層
（陸域：EL-4.7m，海岸部：EL0m）

K-18については，地表付近まで連続しないため，
EL0mでの延長位置を で図示

鉱物脈法に関する調査箇所

（断層の後期更新世以降の活動を否定
するにあたり，鉱物脈の年代及び断層
による変位・変形がないことが明確に確
認できる地点を着色）

：断層の後期更新世以降の活動を否定するにあたり，鉱物脈の年代及び断層
による変位・変形がないことが明確に確認できるデータ（主たる根拠）

黄色網掛け

：鉱物脈法による評価において，S-8の中で最新面と鉱物脈との切り合い関係
が最も明確であると評価したデータ

黄色網掛け

F-6.75孔



5.9.1 鉱物脈法による活動性評価（S-8）
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5.9.1 鉱物脈法による活動性評価（S-8） －評価地点－
第1049回審査会合 資料1

P.389 一部修正

5-198

２号機 １号機

位置図

F-6.75孔（深度26.85m,EL-15.76m）

○ F-6.75孔において，S-8の最新ゾーンに少なくとも後期更新
世以降に生成したものではないと評価した変質鉱物である
I/S混合層が認められたことから，断層活動（最新面）と変
質鉱物との関係による評価を行った。

■鉱物脈法による評価地点

F-6.75孔※

（掘進長35m，鉛直）

S-8想定深度：27m付近

F-6.75孔断面図
（断層直交方向，H:V=1:1）

F-6.75孔のS-8想定深度付近のコア写真は，補足資料5.3-3（3）

評価地点

S-8想定位置

凡例

←SW NE→

鉛直ボーリング孔

この図の断層線は，周辺の露頭やボーリング

での出現位置を基に描いている。

※鉱物脈法による評価のために
実施したボーリング

S-○ （陸域 EL-4.7m）

評価対象断層

鉱物脈法に関する調査箇所

（断層の後期更新世以降の活動を否定する
にあたり，鉱物脈の年代及び断層による変
位・変形がないことが明確に確認できるデー
タを着色）

：断層の後期更新世以降の活動を否定するにあたり，鉱物脈の年
代及び断層による変位・変形がないことが明確に確認できる
データ（主たる根拠）

黄色網掛け

：鉱物脈法による評価において，S-8の中で最新面と鉱物脈との切
り合い関係が最も明確であると評価したデータ

黄色網掛け

評価地点
記載頁

孔名 薄片名 確認範囲

F-6.75孔
（深度26.85m,EL-15.76m）

薄片①
範囲A P.5-199～5-208

補足資料5.9-1（1）-1範囲B



上
盤

下
盤

上

下

Ⅱ（最新ゾーン）Ⅰ

5.9.1 S-8 （1） F-6.75孔 －評価結果－

凡例

薄片①範囲Aスケッチ

２号機 １号機

調査位置図

最新面

1mm

（単ニコル）

0.1mm

上
盤

下
盤

下

最新面
Ⅱ（最新ゾーン）Ⅰ

上

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面

薄片作成，EPMA分析箇所
F-6.75孔（深度26.85m）

XRD分析箇所
F-6.82-6孔（深度17.08m）

XRD分析箇所
F-6.80-2孔（深度18.69m）

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形（せん断面
や引きずりなど）は認められない（P.5-207，5-208）。

・不連続箇所には， I/S混合層生成以降の注入の痕跡や，薄
片作成時等の乱れの影響は認められない（P.5-207，5-208）。

S-○ （陸域 EL-4.7m）

評価対象断層

○以上のことを踏まえると，S-8の最新活動はI/S混合層の生成以前であり，S-8に後期更新世以降の活動は認められない。

【最新面の認定】
○F-6.75孔の深度26.90m付近で認められるS-8において，巨視的観察及び微視的観察を実施し，最新ゾーンの下盤側の境界に最新面を認定し

た（P.5-200～5-203）。

【鉱物の同定】
○微視的観察により確認した粘土鉱物は，EPMA分析（定量）による化学組成の検討結果及びXRD分析（粘土分濃集）による結晶構造判定結果

から，I/S混合層であると判断した（P.5-204，5-205）。

【変質鉱物の分布と最新面との関係】
○EPMA分析（マッピング）や薄片観察により，粘土鉱物（I/S混合層）の分布範囲を確認した結果，粘土鉱物（I/S混合層）は最新ゾーン及びその

周辺に分布している（P.5-206，補足資料5.9-1（1）-1 P.5.9-1-4）。

○薄片①の範囲A，Bにおいて，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断して分布し，最新面が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混
合層）に変位・変形は認められない（P.5-207，5-208，補足資料5.9-1（1）-1 P.5.9-1-5～8）。

第1049回審査会合 資料1
P.390 一部修正

紫字：第1073回審査会合以降の変更箇所

詳細観察範囲写真

5-199



ボーリングコア写真（F-6.75孔）

主せん断面

上 下

26.75 26.80 26.90
（m）

26.95（深度）

○F-6.75孔の深度26.90m付近で認められるS-8において，巨視的観察（ボーリングコア観察，CT画像観察）を実施し，細粒化が進
んでおり，最も直線性・連続性がよい断層面を主せん断面として抽出した。

○隣接孔（F-6.9-1孔）の主せん断面における条線観察の結果，74°Rの条線方向が確認されたことから，F-6.75孔において，
74°Rで薄片を作成した（ブロック写真）。

２号機 １号機

調査位置図

走向傾斜：N10°W/57°SW

ブロック写真

薄片作成箇所※ 上盤

下盤

粘土状破砕部

固結した破砕部

1cm

右ブロック採取箇所

5.9.1 S-8 （1） F-6.75孔 －最新面の認定（巨視的観察）－

上下

条線観察箇所
F-6.9-1孔（深度14.65m）

薄片作成箇所
F-6.75孔（深度26.85m）

・条線観察結果については補足資料5.3-3(2)-6

主せん断面

※図示した箇所で薄片①を作成し，向かい合った反対側
の面でEPMA用薄片を作成した

CT画像（F-6.75孔）

粘土状破砕部

固結した破砕部

主せん断面

上 下

右ブロック採取箇所

S-○ （陸域 EL-4.7m）

評価対象断層

第1049回審査会合 資料1
P.391 再掲

5-200



5.9.1 S-8 （1） F-6.75孔 －最新面の認定（微視的観察）－

薄片①写真（F-6.75_74R）

（単ニコル） （直交ニコル）上

Ⅰ

下
盤

Ⅱ（最新ゾーン） Ⅲ

下

面1（最新面）
上

Ⅰ Ⅱ（最新ゾーン） Ⅲ

下

面1（最新面）

10mm

上
盤

Ⅰ：単ニコルで褐灰～暗灰色，直交ニ
コルで灰色の干渉色を呈する凝灰
岩からなる。径7mm以下の岩片や
鉱物片が細粒な基質中に含まれる。
岩片は亜角～亜円形，鉱物片は
角～亜円形である。基質中や割れ
目，岩片の縁辺部に粘土鉱物が生
成されており，Ⅱとの境界付近に
比較的多く含まれる。

Ⅱ（最新ゾーン）：単ニコルで褐～褐灰
色，直交ニコルで黄～灰色の干渉
色を呈する，粘土鉱物を含む細粒
物からなる。径5mm以下の岩片や
鉱物片が細粒な基質中に含まれ
ており，径20mmの岩片も認められ
る。岩片，鉱物片は角～亜角形で
ある。基質中や割れ目，岩片の縁
辺部に粘土鉱物が生成している。

Ⅲ：単ニコルで褐灰～灰色，直交ニコ
ルで灰色の干渉色を呈する火山礫
凝灰岩からなる。径5mm以下の岩
片や鉱物片が細粒な基質中に含
まれる。岩片，鉱物片は亜角～亜
円形である。割れ目に粘土鉱物が
生成している。

○薄片①で実施した微視的観察（薄片観察）の結果，色調や礫径などから，下盤側よりⅠ～Ⅲに分帯した。

○そのうち，最も細粒化している分帯Ⅱを最新ゾーンとして抽出した。

○最新ゾーンと分帯Ⅰとの境界に，面1が認められる。面1は部分的に不連続となり連続性に乏しいが，全体として最新ゾーンの中では比較的直線
性・連続性がよい面である。

○最新ゾーンと分帯Ⅲとの境界は，主せん断面と斜交する方向に発達しており，湾曲し凹凸を伴い連続性に乏しく，せん断面は認められない※。

○最新ゾーン中に認められるY面は面1のみであることから，面1を最新面と認定し，変質鉱物との関係を確認する。

※最新ゾーンと分帯Ⅲとの境界についての詳細は次々頁

【解釈線なし】 分帯とコア観察における破砕部区分との対応
・分帯Ⅱ（最新ゾーン）・・・粘土状破砕部
・分帯Ⅰ ・・・固結した破砕部

第1049回審査会合 資料1
P.392 一部修正
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薄片①写真（F-6.75_74R）

（単ニコル） （直交ニコル）
上

Ⅰ

下
盤

Ⅱ（最新ゾーン） Ⅲ

下

面1（最新面）
上

Ⅰ Ⅱ（最新ゾーン） Ⅲ

下

面1（最新面）

10mm

上
盤

【解釈線あり】

不連続となる

S-8_F-6.75孔

第1049回審査会合 資料1
P.393 一部修正

5-202
・最新ゾーンと分帯Ⅰとの境界に，面1が認められる。面1は部分的に不連続となり連続性に乏しいが，全体として最新ゾーンの中では比較的直線性・連続性がよい面である。

・最新ゾーンと分帯Ⅲとの境界は，主せん断面と斜交する方向に発達しており，湾曲し凹凸を伴い連続性に乏しく，せん断面は認められない。



ボーリングコア写真（F-6.75孔）

主せん断面

上 下

26.75 26.80 26.90
（m）

26.95

（深度）

CT画像（F-6.75孔）

主せん断面

上 下

走向傾斜：N10°W/57°SW

粘土状破砕部

固結した破砕部

薄片①写真
（F-6.75_74R）

（単ニコル） （直交ニコル）
上

Ⅰ

下
盤

Ⅱ（最新ゾーン） Ⅲ

下

最新面

上

Ⅰ Ⅱ（最新ゾーン） Ⅲ

下

最新面

10mm

上
盤

○CT画像観察の結果，粘土状破砕部の上盤側境界は直線性・連続性のよい面として観察されず，せん断面は認められない。

○粘土状破砕部の上盤側境界は，薄片における最新ゾーンと分帯Ⅲとの境界に対応し，この境界は主せん断面と斜交する方向に
発達しており，湾曲し凹凸を伴い連続性に乏しく，せん断面は認められない。

直線性・連続性のよい面として
観察されず，せん断面は認め
られない

主せん断面と斜交する方向に発達しており，湾曲し凹凸
を伴い連続性に乏しく，せん断面は認められない

5.9.1 S-8 （1） F-6.75孔 －最新ゾーンと分帯Ⅲとの境界－
第1049回審査会合 資料1

P.394 再掲
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